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■特集

鳥取市出身の漫画家たち
〜鳥取市は漫画家の里！〜

国
内
外
で
栄
誉
あ
る
賞
を
受
賞
、
世
界
で
活
躍

谷た
に
ぐ
ち口

ジ
ロ
ー
さ
ん

「漫画」は今や世界に誇る日本の文化です。
国際的に活躍する谷口ジローさんをはじめ、
鳥取市出身の著名な漫画家を紹介します。

　

昭
和
22
年
生
ま
れ
。
遷
喬
小
学
校
、

北
中
学
校
を
経
て
鳥
取
商
業
高
等
学
校

を
卒
業
。
京
都
で
会
社
勤
め
の
か
た
わ

ら
漫
画
を
描
き
始
め
、
昭
和
46
年
に
デ

ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。「
犬
を
飼
う
」「『
坊

ち
ゃ
ん
』
の
時
代
」
な
ど
話
題
作
を
次
々

と
発
表
し
、
漫
画
家
と
し
て
の
地
位
を

不
動
の
も
の
と
し
ま
し
た
。

　

谷
口
さ
ん
が
ふ
る
さ
と
鳥
取
へ
の
思

い
を
込
め
て
描
い
た
作
品
に
「
父
の
暦
」

「
遥は
る

か
な
町
へ
」（
い
ず
れ
も
小
学
館
）

が
あ
り
ま
す
。
鳥
取
大
火
に
よ
っ
て
絆
き
ず
な

を
断
た
れ
た
家
族
が
、
長
い
年
月
を
経

て
和
解
し
て
い
く
「
父
の
暦
」。
倉
吉
を

舞
台
に
、
中
年
の
主
人
公
が
中
学
生
時

代
の
自
分
に
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
す
る「
遥

か
な
町
へ
」。
ど
ち
ら
の
作
品
も
、
繊
細

手
塚
治
虫
に
師
事
　
地
元
鳥
取
で
活
躍

岩い

わ

た田
廉れ

ん
た
ろ
う

太
郎
さ
ん

　

昭
和
26
年
生
ま
れ
。
鳥
取
東
高
校
卒
業

後
、
手
塚
治
虫
に
師
事
し
て
い
ま
す
。
昭

和
48
年
の
小
学
館
「
少
年
サ
ン
デ
ー
第
10

回
新
人
漫
画
賞
」
で
「
西
暦
７
２
５
１
」

が
佳
作
入
賞
し
て
い
ま
す
。
昭
和
50
年
に

秋
田
書
店
「
冒
険
王
」
で
「
も
う
ひ
と
つ

の
世
界
」
に
よ
り
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
ま

し
た
。昭
和
56
年
に
は「
す
っ
と
び
忍
法
帖
」

が
講
談
社
「
第
11
回
週
刊
少
年
マ
ガ
ジ
ン

月
例
ベ
ス
ト
新
人
賞
」
で
佳
作
一
席
を
受

賞
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
元
年
に
は
、
鳥
取
で
「
ま
ん
が
工

房
」
を
開
設
し
、日
本
海
新
聞
、出
雲
新
聞
、

島
根
日
日
新
聞
で
地
元
の
民
話
を
親
し
み

や
す
い
絵
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
作
品
に
、「
鳥
取
ふ
る
里
む
か
し
話
」

（
新
日
本
海
新
聞
社
）、「
漫
画 

山
中
鹿
介

幸
盛
」（
広
瀬
町
観
光
協
会
）、「
平
安
の
快

僧 

浄
蔵
」（
新
生
出
版
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

問い合わせ先
　市役所本庁舎文化芸術推進課  （0857）20-3226

な
少
年
の
心
理
と
親
子
間
の
心
の
葛か
っ
と
う藤

が
、
鳥
取
の
風
景
と
と
も
に
細
や
か
な

描
写
力
に
よ
り
美
し
く
描
き
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
両
作
品
と
も
国
際
的
に
高
い

評
価
を
受
け
、
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・

ス
ペ
イ
ン
・
韓
国
な
ど
で
も
翻
訳
出
版

さ
れ
、
数
々
の
栄
誉
あ
る
賞
に
輝
い
て

い
ま
す
。

　

平
成
18
年
に
は
、
久
松
山
に
住
む
オ

オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
と
少
年
の
交
流
を

描
い
た「
魔
法
の
山
」（
集
英
社
）を
発
表
。

昭
和
20
〜
30
年
代
、
博
物
館
と
し
て
使

わ
れ
て
い
た
こ
ろ
の
仁
風
閣
が
登
場
す

る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
作
品
で
、
カ
ラ

ー
の
美
し
い
絵
本
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
で

翻
訳
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

「鳥取ふる里むかし話」
© 岩田廉太郎／新日本海新聞社

「新型インフルエンザの恐怖」
© 岩田廉太郎／（株）モチガセ

「魔法の山」
フランス語版 「父の暦」

ドイツ語版 フランス語版

スペイン語版

韓国語版 中国語版
（繁体字） 日本語版
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鳥取市出身の漫画家たち　〜鳥取市は漫画家の里！〜

経
済
コ
ミ
ッ
ク
の
さ
き
が
け

玄げ
ん 
太た

ろ

う郎
さ
ん

　

昭
和
23
年
生
ま
れ
。
鳥
取
商
業
高
等

学
校
を
卒
業
後
、
富
士
銀
行
（
現
み
ず

ほ
銀
行
）
に
入
行
し
ま
す
が
、
そ
の
勤

務
の
か
た
わ
ら
東
京
経
済
大
学
で
学
び

ま
す
。
昭
和
48
年
に
は
漫
画
家
と
し
て

独
立
す
る
た
め
に
銀
行
員
生
活
を
退
き

ま
す
。

　

独
立
後
は
、
銀
行
員
時
代
の
経
験
を

生
か
し
、
昭
和
59
年
か
ら
小
学
館
ビ
ッ

グ
コ
ミ
ッ
ク
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
連
載
さ
れ

た
「
マ
ネ
ー
ハ
ン
タ
ー
」
で
経
済
コ
ミ

ッ
ク
の
ジ
ャ
ン
ル
を
確
立
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
ア
ク
シ
ョ
ン
や
ホ
ラ

ー
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。

　

主
な
作
品
に
、「
横
溝
正
史　

蔵
の

中
」（
実
業
之
日
本
社
）、「
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
民
富
論
」（
東
京
三
世
社
）、「
Ｈ
ｏ
ｗ 

Ｍ
ｕ
ｃ
ｈ
冠
婚
葬
祭
」（
小
学
館
）
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

ア
ク
シ
ョ
ン
漫
画
の
旗
手

藤ふ
じ
わ
ら原

芳よ
し
ひ
で秀

さ
ん

　

昭
和
41
年
生
ま
れ
。
鳥
取
西
工
業

高
校
（
現
鳥
取
湖
陵
高
校
）
在
学
中

の
昭
和
59
年
、「
魔マ

リ

ス
利
巣
」
で
小
学

館
新
人
コ
ミ
ッ
ク
大
賞
に
入
選
し
、

卒
業
後
に
は
池
上
遼
一
の
ア
シ
ス
タ

ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
61
年
に
小
学
館
週
刊
少
年
サ

ン
デ
ー
で
「
私
立
終
点
高
校
」
に
よ

り
デ
ビ
ュ
ー
、
昭
和
63
年
に
は
同
誌

で「
拳
児
」の
連
載
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
人
気
作
品
「
暁
の
イ
ー

熱
血
野
球
漫
画
を
好
評
連
載
中

な
が
と
し
や
す
な
り
さ
ん

　

昭
和
41
年
生
ま
れ
。
高
校
卒
業
後
、
ち
ば
て

つ
や
プ
ロ
へ
入
門
し
ま
す
。

　

平
成
10
年
に
「
ジ
ャ
ン
グ
ル
・
ジ
ム
ジ
ム
」

で
第
42
回
小
学
館
新
人
コ
ミ
ッ
ク
大
賞
藤
子
不

二
雄
賞
を
受
賞
、
同
年
に
小
学
館
の
月
刊
コ
ロ

コ
ロ
コ
ミ
ッ
ク
で
「
う

ち
ゅ
う
人
田
中
太
郎
」

の
連
載
が
始
ま
り
ま
し

た
。
現
在
も
熱
血
野
球

漫
画
「
ミ
ラ
ク
ル
ボ
ー

ル
」
を
好
評
連
載
中
で

す
。

新
進
気
鋭
の
若
手
漫
画
家

坂さ
か
も
と本

久き
ゅ
う
さ
く

作
さ
ん

　

昭
和
53
年
生
ま
れ
。
平
成
５
年
、
19
歳
の
と
き
に
講

談
社
ヤ
ン
グ
マ
ガ
ジ
ン
の
ち
ば
て
つ
や
賞
を
「
責
任
転

嫁
」
で
佳
作
受
賞
し
、
ヤ
ン
グ
マ
ガ
ジ
ン
で
デ
ビ
ュ
ー
。

　

ひ
ん
死
の
重
傷
を
負
っ
た
レ
ー
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
の
実

録
漫
画
「
ク
ラ
ッ
シ
ュ
」（
原
作
：
太
田
哲
也
）、
バ
イ

ク
漫
画
「
北
の
物
語
」（
原
作
：
史
村
翔
）
が
好
評
を

博
し
ま
し
た
。
平
成
15

年
に
初
め
て
出
し
た
単

行
本
「
単
車
捜
し
」
で

も
感
動
の
バ
イ
ク
ス
ト

ー
リ
ー
を
展
開
し
ま
し

た
。

「マネーハンター」第 3 巻
© 玄太郎／小学館

ジ
ス
」（
ヤ
ン
グ
サ
ン
デ
ー
コ
ミ
ッ
ク

ス
）
を
連
載
中
で
す
。

　

ま
た
、
昭
和
63
年
に
は
、
地
元
河

原
町
の
商
工
会
青
年
部
の
依
頼
で
、

紙
芝
居
「
八
上
姫
伝
説
」
の
挿
絵
の

制
作
を
引
き
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の

原
画
は
売め
ぬ
ま沼
神
社
横
の
八
上
姫
公
園

内
に
、
御
影
石
に
転
写
さ
れ
た
「
石

の
紙
芝
居
」
と
し
て
再
現
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

主
な
作
品
に「
闇
の
イ
ー
ジ
ス
」「
Ｂ

Ｕ
Ｇ
Ｓ
―
捕
食
者
た
ち
の
夏
―
」（
い

ず
れ
も
小
学
館
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

「河原町の神話『八上姫伝説』」
画／藤原芳秀

「暁のイージス」第 3 巻
© 七月鏡一・藤原芳秀／
小学館  ヤングサンデー
コミックス 八上姫公園の「石の紙芝居」

「ミラクルボール」第 10 巻
© ながとしやすなり／小学館

「単車捜し」
© 坂本久作／講談社
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■特集

ま
ち
づ
く
り
は 

人
づ
く
り
か
ら

　「
明
日
を
担
う
子
ど
も
を
し
っ
か
り
と
育
て
る
」
こ
と
は
、
き
ら
め
く
本
市
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
最
も
重
要
な
目
標
の
一
つ

で
す
。
本
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
は
、
い
ず
れ
も
「
家
庭
」「
学
校
」「
地
域
」
の
協
働
で
推
進
す
る
２
つ
の
事
業
、「
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
・
ル
ー
ル
を
大
切
に
す

る
風
土
（
人
）
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
の
「
草
の
根
活
動
」
と
、「
ト
リ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
」（
学
力
向
上
推
進
事
業
）
を
紹
介
し
ま
す
。

「
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
・
ル
ー
ル
を
大
切
に
す
る
風
土
（
人
）
づ
く
り
」
事
業

草
の
根
活
動

学
力
向
上
推
進
事
業

ト
リ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ン

　

昨
年
２
月
に
作
成
し
た
、「
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
・
ル
ー
ル
を
大
切
に
す

る
風
土
（
人
）
づ
く
り
“
鳥
取
市
版
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
”」（
市
報
１
月
号
で

紹
介
）
に
お
い
て
「
め
あ
て
」
と
す
る
子
ど
も
を
育
成
す
る
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
、
地
域
や
家
庭
、
学
校
の
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
で
「
草

の
根
」
的
に
広
げ
て
い
き
ま
す
。
今
年
度
は
18
団
体
が
実
施
予
定
で
す
。

モラルやマナー・ルールを大切にする風土（人）づくり

鳥取市版スタンダード（抜粋）

家
庭

地
域

学
校
（
園
）

めあて
●返事・あいさつができる子
●「ありがとう」「ごめんなさい」が言える子
●家（家庭）の仕事をする子
●家（家庭）のきまりごとをまもる子
●早起きをする子

めあて
●返事・あいさつができる子
●言葉づかいを大切にする子
●すすんで掃除ができる子
●集団（みんな）のルールやきめごとをまもる子

めあて
●あいさつができる子
●地域の行事や活動に参加する子
●住んでいる地域をきれいにする子

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
三
位
一
体
（
ト
リ
ニ
テ
ィ
ー
）
と
な
っ
て
、
地

域
の
教
育
力
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。
中
学
校
区
ご
と
の
取
り
組
み
な

の
で
、
小
学
校
と
中
学
校
が
連
携
し
て
年
代
間
の
協
調
や
学
び
の
連
続
を

実
現
で
き
る
こ
と
、
広
い
エ
リ
ア
で
立
場
を
越
え
た
人
間
関
係
を
形
成
で

き
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
今
年
度
は
18
中
学
校
区
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

学校

家庭 地域

協働

学校の役割
●学習状況の実態把握と分析
●保護者向けの授業の実施
●家庭・地域への広報活動

家庭の役割
●家庭学習の呼びかけと実態把握
●子どもとの会話・話し合い
●授業支援ボランティアへの参加

地域の役割
●ボランティアなど体験学習への協力
●ゲストティーチャーとしての授業参加
●教育コミュニティ誌の発行

トリニティープランの概要
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まちづくりは人づくりから

問い合わせ先　市役所第 2 庁舎学校教育課  （0857）20-3357

津
ノ
井
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
取
り
組
み

　

あ
い
さ
つ
や
生
活
習
慣
、
環
境
保
護
に
関

す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
み
ん
な
が
気
づ

い
た
こ
と
を
表
す
「
標
語
」
を
募
集
し
ま
し

た
。
集
ま
っ
た
標
語
を
看
板
に
し
て
掲
示
す

る
こ
と
で
、
日
ご
ろ
の
生
活
や
行
動
を
見
直

し
、
気
持
ち
よ
く
暮

ら
し
て
い
く
た
め
の

心
が
け
が
確
認
で
き

ま
し
た
。

【
集
ま
っ
た
標
語
】

エ
コ
さ
が
し
と
く
い
に
な
ろ
う
津
ノ
井
っ
子

あ
い
さ
つ
は
心
を
　
つ
な
ぐ
ま
ほ
う
の
言
葉

富
桑
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
取
り
組
み

　

参
観
日
の
保
護
者
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
の
啓

発
に
よ
り
、
参
観
中
の
私
語
や
携
帯
電
話
の

利
用
が
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、
休
日
参
観

日
に
保
護
者
が
同
伴
し
て
登
校
す
る
「
カ
ル

ガ
モ
登
校
」
に
よ
り
、
安
全
が
確
保
で
き
る

と
と
も
に
、
児
童
・
保
護
者
と
も
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
の
効
果
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
あ
い

さ
つ
標
語
」
の
募
集
を
行

い
ま
し
た
。

【
集
ま
っ
た
標
語
】

あ
い
さ
つ
は

　
笑
顔
づ
く
り
の
第
一
歩

あ
い
さ
つ
は
心
を

　
つ
な
ぐ
リ
ボ
ン
だ
よ

気
高
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

取
り
組
み

　

家
庭
学
習
啓
発
の
チ
ラ
シ
を

作
成
し
、
全
戸
に
配
布
し
ま
し

た
。
生
活
習
慣
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
も
合
わ
せ
て
実
施
し
、

生
活
習
慣
の
改
善
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
登
校
時
に
生
徒
や
先

生
が
校
門
に
立
っ
て
あ
い
さ
つ

を
交
わ
す
「
や
ま
び
こ
運
動
」

を
行
い
、
さ
わ
や
か
な
朝
に
快

活
な
声
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
生

徒
学
習
会
を
開
催
し
、
パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
電
話
で
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
は
、
便
利
さ
と
危

険
が
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
こ
と

を
確
認
で
き
ま
し
た
。

【
寄
せ
ら
れ
た
感
想
】

「
本
当
に
携
帯
電
話
が
必
要
な

の
か
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
」

「
携
帯
電
話
を
持
て
ば
安
心
と

思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
そ
れ
は

安
全
と
は

違
う
も
の

な
ん
だ
と

分
か
り
ま

し
た
」

※紹介した活動は、いずれも平成 19 年度に行われたものです。

高
草
中
学
校
区
の
取
り
組
み

　

高
草
中
学
校
と
大
正
・
東
郷
・
明
治
・
世
紀
小
学
校

で
は
、「
元
気
よ
く
響
け
音
読
、
わ
が
町
に
」
を
テ
ー
マ

に
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

　

小
学
校
間
、
あ
る
い
は
小
中
学
校
間
の
授
業
の
公
開

や
交
換
な
ど
に
よ
り
、
校
区
全
体
で
の
生
徒
や
家
庭
、

先
生
の
意
思
疎
通
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
家
庭
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
小
学
校
低
・
中
・

高
学
年
と
中
学
校
の
４
段
階
に
分
け
て
作
成
し
、
各
家

庭
に
配
布
す
る
こ
と
で
、
家
庭
で
の
学
習
意
欲
を
喚
起

し
、
こ
れ
ま
で
不
足
し
て
い
た
家
庭
で
の
学
習
時
間
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
た
か
く
さ
」
の
４
文
字
を
セ
ン
テ
ン
ス
の

頭
文
字
に
し
た
学
習
標
語
を
各
校
に
設
置
し
、
地
域
の

学
習
意
欲
を
高
め
て
い
ま
す
。

河
原
中
学
校
区
の
取
り
組
み

　

河
原
中
学
校
と
河
原
第
一
・
散
岐
・
西
郷
小
学
校
、

河
原
幼
稚
園
で
は
、「
家
庭
学
習
の
習
慣
化
を
め
ざ
し
て
」

を
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
「
家
庭
学
習
の
ス
ス
メ
」
と
い
う
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
て
全
戸
に
配
布
し
、
家
庭
で
の
学
習
時
間
の
目
安

を
家
族
に
も
分
か
り
や
す
く
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
学
校
３
年
生
が
幼
稚
園
で
１
年
間
継
続
し

て
保
育
実
習
を
行
う
こ
と
で
、
中
学
生
の
人
間
関
係
形

成
の
実
践
や
自
己
肯
定
意
識
の
醸
成
を
図
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
町
内
一
斉
あ
い
さ
つ
運
動
、
地
域

住
民
有
志
が
面
接
官
を
務
め
る
中
学
３
年
生
の
入
試
模

擬
面
接
な
ど
、三
者
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
標
語
の
人
気
投
票

親子いっしょに「カルガモ登校」

あいさつを交わす「やまびこ運動」
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設
立
の
き
っ
か
け
は
「
農
地
・
水
・

環
境
向
上
事
業
」
の
取
り
組
み
で

し
た
。
集
落
の
役
員
会
で
宇
田
川

さ
ん
が
会
長
に
、
細
谷
さ
ん
が
書

記
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
細
谷
さ

ん
は
、
こ
の
事
業
に
関
わ
る
す
べ

て
の
取
り
組
み
を
写
真
に
収
め
て

報
告
書
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
会

員
は
集
落
の
人
全
員
。
昔
か
ら
殿

集
落
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
清
水

を
守
る
活
動
を
そ
の
ま
ま
引
き
継

い
で
い
ま
す
。

清
水
の
清
掃

清
水
の
清
掃
は
、
年
４
回
の
集

落
総
出
の
も
の
と
、
毎
週
行
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。

お
も
い
が
け
な
い
選
定

今
年
、
環
境
省
に
よ
っ
て
新
た

に
「
平
成
の
名
水
百
選
」
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
認
定
基
準
で
大
事

な
の
が
「
地
域
の
人
が
守
っ
て
い

る
」
こ
と
。
本
市
か
ら
は
、
気
高

町
殿と
の
の
「
清
水
の
恵
み
を
守
る
会
」

が
清
掃
活
動
を
行
う
「
布
勢
の
清

水
」
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
布
勢
の
清
水
」
と
い
え
ば
、
鹿

野
城
主
亀か
め
い井
茲こ
れ
の
り矩
公
「
そ
の
清
冷

さ
氷
の
ご
と
き
」
と
賞
賛
し
、
傍

ら
に
涼
を
と
る
部
屋
を
設
け
た
と

伝
え
ら
れ
る
ほ
ど
歴
史
が
あ
り
、

ま
た
知
名
度
も
あ
る
名
水
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
地
元
の
気
高
町
殿

集
落
の
み
な
さ
ん
に
は
、
認
定
は

思
い
が
け
な
い
も
の
で
し
た
。

「
布
勢
の
清
水
を
守
る
活
動

は
、
集
落
に
住
む
も
の
と
し
て
当

た
り
前
の
こ
と
を
や
っ
て
き
た
だ

け
で
す
。
で
も
、
選
定
さ
れ
た
の

は
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
会
長
の

宇う
だ
が
わ

田
川
稔み
の
るさ
ん
は
語
り
ま
す
。
書

記
を
務
め
る
細ほ
そ
や谷
博ひ
ろ
こ子
さ
ん
も

「
何
か
に
選
ば
れ
る
つ
も
り
で
活
動

し
て
い
た
の
で
は
な
い
の
で
、
こ

れ
か
ら
先
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、

と
い
う
と
ま
ど
い
も
あ
り
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。

水
・
環
境
を
守
る

「
清
水
の
恵
み
を
守
る
会
」
の

「
年
に
４
回
は
、
八
幡
さ
ん
（
清

水
の
背
後
に
あ
る
布ふ
せ
ひ
ら

勢
平
神
社
）

の
境
内
を
中
心
に
掃
除
し
ま
す
。

各
家
か
ら
必
ず
一
人
ず
つ
出
て
、

半
日
か
け
て
き
れ
い
に
す
る
ん
で

す
」
と
細
谷
さ
ん
。

毎
週
行
う
清
掃
は
、
集
落
の
各

世
帯
が
４
軒
ず
つ
順
番
に
、
境
内

を
中
心
に
行
う
と
の
こ
と
。

宇
田
川
さ
ん
は
「
み
ん
な
で
清

掃
す
る
こ
と
の
大
事
さ
は
、
教
え

な
く
て
も
み
な
さ
ん
自
然
に
受
け

入
れ
て
く
れ
ま
す
。
こ
う
や
っ
て

清
水
の
清
掃
が
ず
っ
と
続
い
て
い

る
の
が
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
顔

を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
す
。

細
谷
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
殿
集
落

布
ふ せ

勢の清
し み ず

水を
美しいまま子孫に伝える

清水の恵みを守る会

鴨下前環境大臣から認定証を受け取る細谷さん

宇田川 稔 さん
Minoru Udagawa 

細谷 博子 さん
Hiroko Hosoya 
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樗谿の歴史

　「おうちだに画報」の発信地、やまびこ館のある
樗
おうちだに

谿には、国の重要文化財に指定されている樗
おうちだに

谿神
社があります。もとは初代藩主池

い け だ

田光
みつなか

仲が勧
かんじょう

請した
東照宮ですが、明治時代に改称されました。光仲が
曾祖父にあたる徳

とくがわ

川家
いえやす

康を祀
まつ

る東照宮の勧請を幕府
に願い出たのは慶安元年（1648 年）、18 歳の時で
した。造営は着々と進められ、慶安 3 年 4 月 17 日

（家康の命日）には重臣らが石燈籠を寄進していま
す。御神体の開眼供養は同年 8 月 7 日から 20 日ま
で江戸（東京）上野の寛永寺で行われ、そこから鳥
取へと運ばれて、9 月 12 日に到着しました。16 日
夜に遷宮、翌 17 日から 19 日までさまざまな儀式
が執り行われました。
　千代川右岸の古海河原を御

お た び し ょ

旅所とする御幸行列
がはじまったのは承応元年（1652 年）9 月 17 日。
日光をはじめ全国の東照宮では家康の命日 4 月 17
日に祭礼が行われたところが多いのですが、鳥取で
は 9 月 17 日にほぼ定着しました。藩の主導で行わ
れる壮大な行列をひと目見ようと、近在だけでなく
周辺の地方からも多くの見物客が集まったようで
す。樗

おうちだに

谿から重臣たちの屋敷前を抜け、鹿野街道を
通り鹿野橋を渡って御旅所まで至る祭礼行列と、道
沿いに詰めかけた民衆が描かれた絵巻も遺されてい
ます。

　文化の秋、因州東照宮の所在する神聖な地であっ
た樗

おうちだに

谿を、歴史に思いを馳
は

せながら散歩されてみま
せんか。10 月には、文化の花開いた昭和初期の鳥
取を紹介する展示「美の人脈」も開催します。ぜひ
お立ち寄りください。

（やまびこ館 学芸員　森
も り た

田明
あ き こ

子）

問い合わせ先
やまびこ館　上町88 （0857）23ー2140

お
う
ち
だ
に
画
報

は
み
な
さ
ん
が
と
て
も
フ
レ
ン
ド

リ
ー
と
の
こ
と
。「
八
幡
さ
ん
と
清

水
を
中
心
に
村
の
人
が
一
つ
に
つ

な
が
っ
て
い
る
か
ら
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
」
と
細
谷
さ
ん
は
感
じ

て
い
ま
す
。

水
の
良
さ
が
住
み
良
さ

殿
集
落
の
周
辺
は
、
布
勢
の
清

水
に
限
ら
ず
水
が
豊
富
で
き
れ
い

な
と
こ
ろ
だ
そ
う
で
す
。

「
殿
の
米
は
日
本
一
の
食
味
で

す
よ
。
銀
座
の
米
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

買
っ
た
有
名
な
米
よ
り
も
お
い
し

い
で
す
」
と
宇
田
川
さ
ん
が
胸
を

張
れ
ば
、
細
谷
さ
ん
も
「
福
島
に

住
ん
で
い
る
娘
が
『
殿
の
米
じ
ゃ

な
い
と
だ
め
』
と
言
う
ん
で
す
」

と
続
け
ま
す
。

以
前
は
布
勢
の
清
水
を
水
源
に

し
て
い
た
水
道
も
、
平
成
に
な
る

こ
ろ
に
新
し
く
掘
っ
た
井
戸
を
も

と
に
し
た
簡
易
水
道
に
切
り
替
わ

り
ま
し
た
が
、
二
人
と
も
「
水
の

お
い
し
さ
は
変
わ
ら
な
い
」
と
口

を
そ
ろ
え
ま
す
。

水
は
み
ん
な
の
も
の

布
勢
の
清
水
が
有
名
に
な
る
に

つ
れ
て
、
水
の
採
取
に
来
る
人
が

多
く
な
り
ま
し
た
。

宇
田
川
さ
ん
た
ち
が
心
配
す
る

の
は
、
水
を
汲く

み
に
来
る
人
の
マ

ナ
ー
。
細
谷
さ
ん
は
「
先
日
、
集

落
の
み
な
さ
ん
の
考
え
を
再
確
認

し
た
ん
で
す
。『
こ
の
水
は
、
私
た

ち
が
預
か
っ
て
管
理
し
て
い
る
も

の
。
汲
み
た
い
人
は
ど
う
ぞ
汲
ん

で
く
だ
さ
い
』。
先
祖
か
ら
受
け
継

い
だ
水
を
、
大
事
に
す
る
思
い
と

一
緒
に
、
子
孫
に
伝
え
る
、
そ
れ

で
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
。
水
を
汲

み
に
き
て
い
た
だ
け
る
み
な
さ
ん

に
は
、
私
た
ち
が
水
を
大
事
に
し

て
い
る
思
い
も
一
緒
に
『
汲
ん
で
』

い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
」
と
そ
の

思
い
を
話
し
ま
す
。

清
き
水
が
村
の
人
の
心
を
一
つ
に

す
る
「
布
勢
の
清
水
」。
そ
の
水
を

い
た
だ
け
ば
、
清
き
心
に
な
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

奥の岩の底からこんこんとわき出す清水

見物人でにぎわう鹿野橋付近
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informationPickup

　

本
市
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以
上
の

人
の
う
ち
、
介
護
保
険
の
要
介
護
・

要
支
援
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

を
対
象
に
、
問
診
、
身
体
計
測
、
血

圧
測
定
、
医
師
の
理
学
的
検
査
（
打

診
・
触
診
・
聴
診
）・
判
定
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
て
心
電
図
検
査
、
貧
血

検
査
な
ど
を
追
加
し
て
実
施
し
ま

す
。

【
検
査
の
受
け
方
】

①
国
民
健
康
保
険
や
長
寿
医
療
制
度

（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
に
加
入

し
て
い
る
人

　

特
定
健
康
診
査（
74
歳
ま
で
の
人
）

ま
た
は
高
齢
者
健
康
診
査
（
75
歳
以

上
の
人
）
の
際
に
同
時
に
受
け
て
く

だ
さ
い
。 生

活
機
能
評
価

　

健
診
で
受
け
る
場
合
は
、
医
療
機

関
に
よ
っ
て
は
生
活
機
能
評
価
を
実

施
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
事

前
に
確
認
し
、
予
約
し
て
受
け
て
く

だ
さ
い
。

②
共
済
保
険
や
健
康
保
険
な
ど
に
加

入
し
て
い
る
人

　

受
診
券
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
左

記
問
い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
希
望
す
る
医
療
機
関
に
生
活
機

能
評
価
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を

事
前
に
確
認
し
、
予
約
し
て
受
け
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
総
合
健
診
室

（
さ
ざ
ん
か
会
館
） 

 

（
０
８
５
７
）

20-

０
３
２
０
／
市
役
所
駅
南
庁
舎

高
齢
社
会
課 

 

（
０
８
５
７
）
20-

３
４
５
３
／
各
総
合
支
所
市
民
福
祉

課
（
14
ペ
ー
ジ
参
照
）

健
や
か
に
日
常
生
活
を
送
る
た
め
に  

〜
介
護
予
防
事
業
の
お
知
ら
せ
〜

生活機能の向上が必要と判定されたら

お
た
っ
し
ゃ
教
室
（
介
護
予
防
事
業
）

　

生
活
機
能
評
価
の
結
果
、
運
動
機

能
な
ど
生
活
機
能
の
低
下
が
認
め
ら

れ
、
介
護
予
防
が
必
要
と
判
定
さ
れ

た
人
に
は
、「
お
た
っ
し
ゃ
教
室
」
参

加
の
お
知
ら
せ
を
お
送
り
し
ま
す
。

【
教
室
の
内
容
】

　

筋
力
向
上
や
転
倒
予
防
に
効
果
の

あ
る
介
護
予
防
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
食

生
活
栄
養
相
談
、
歯
と
口
の
健
康
学

習
な
ど
の
講
義
を
行
い
ま
す
。

【
参
加
方
法
】

　

半
年
間
で
全
12
回
の
教
室
で
す

（
１
回
当
た
り
約
２
時
間
）。
参
加
無

料
で
、
送
迎
も
無
料
で
す
。

　

さ
ざ
ん
か
会
館
な
ど
の
会
場
で
行

い
ま
す
。
会
場
は
、
参
加
の
お
知
ら

せ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　

市
役
所
駅
南
庁
舎
高
齢
社
会
課 

 

（
０
８
５
７
）
20-

３
４
５
３
／
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課
（
14
ペ
ー
ジ

参
照
）
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informationPickup

市
民
と
行
政
の
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す

　近年、市内の各地区では、自治会の加入率の低下など、人と人とのつながりが
弱まっており、地域の連帯感が希薄化し、地域コミュニティの活力が低下しつつ
あります。
　このため、本市では平成20年度を「協働のまちづくり元年」と位置づけ、市
民と行政が適切な協力関係のもとに支え合い、地域コミュニティを一層充実・強
化する取り組みを行っています。今回は、地域力を高めるまちづくり協議会の設
立や本市の人的・財政的支援の内容を紹介します。

問い合わせ先　市役所本庁舎協働推進課コミュニティ支援室  （0857）20-3171

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立
助
成
事
業

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
組
織
化
の
た
め
に
行
う
打
合
せ
会
、

研
修
・
勉
強
会
な
ど
、
設
立
準
備
に
つ
な
が
る
活
動
を
支
援
し

ま
す
（
各
地
区
１
団
体
）。

補
助
率
：
10
分
の
10　

限
度
額
：
５
万
円

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
作
成
支
援
事
業

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
を
作
成
す

る
た
め
に
行
う
地
域
課
題
の
調
査
や
情
報
提
供
な
ど
の
活
動
を

支
援
し
ま
す
。

補
助
率
：
10
分
の
10　

限
度
額
：
10
万
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援
事
業

　

納
涼
祭
や
運
動
会
な
ど
、
地
域
の
住
民
が
多

数
参
加
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

補
助
率
：
２
分
の
１　

限
度
額
：
５
万
円

き
ら
め
く
ま
ち
づ
く
り
事
業

　

地
域
課
題
の
解
決
や
個
性
あ
る
地
域
づ
く
り

に
つ
な
が
る
活
動
な
ど
、
地
域
の
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

補
助
率
：
３
分
の
２　

限
度
額
：
２
０
０

万
円

まちづくり協議会設立第１号　若葉台地区
「まちづくりWAKABADAI」の取り組み

副会長　福
ふ く い

井正
ま さ き

樹さん

　今年 4 月に設立した
私たちの「まちづくり
WAKABADAI」では、
まず地区の住民ニー
ズを総合的に把握し、
それをもとに「15 年
後、20 年後の若葉台

地区をどういったまちにしたいか」という
グランドデザインを策定したいと考えてい
ます。具体的には、コミュニティビジネス
の展開により地域に利益を還元しながら、
地区の住民のつながりを密にし、若葉台に
ずっと住み続けたいと思えるようなまちづ
くりを進めたいと思っています。
（注）コミュニティビジネス：市民が主体となって
地域課題をビジネス的手法で解決する仕組み

　

現
在
、
市
内
の
各
地
区
で
、「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

（
仮
称
）」
の
設
立
の
た
め
の
準
備
が
着
々
と
進
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
協
議
会
は
、
自
治
会
や
地
域
の
各
種
団
体

で
構
成
さ
れ
、
地
区
公
民
館
を
拠
点
と
し
て
地
域
の
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め

の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
議
会
の
設
立
に
は
、
市

職
員
が
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
チ

ー
ム
」（
61
チ
ー
ム
、
総
勢
２
７

７
人
で
構
成
）
と
し
て
参
加
し
、

各
地
区
で
の
話
し
合
い
が
円
滑
に

進
む
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
仮
称
）】

【
市
の
財
政
的
支
援
の
概
要
】

越
路
雨
乞
い
踊
り

（
写
真
：
鳥
取
県
教
育
委
員
会
文
化

財
課
提
供
）

本
年
度
行
わ
れ
た
運
動
会
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来
年
4
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
（
平
成

14
年
４
月
２
日
〜
平
成
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

を
対
象
に
、
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
児
童
の
家
庭
に
は
、
９
月
下
旬
に
案
内
は

が
き
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
そ
の
は
が
き
を
持
っ

て
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

小
学
校
区
ご
と
の
日
程
は
表
の
と
お
り
で
す
。

※
お
住
ま
い
の
校
区
以
外
の
会
場
で
受
診
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
各
総
合
支
所
の
教
育
委

員
会
分
室
、
ま
た
は
市
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

市
役
所
第
２
庁
舎
学
校
教
育
課 

（
０
８

５
７
）
20-

３
３
５
６
／
教
育
委
員
会
各

分
室
（
27
ペ
ー
ジ
の
各
総
合
支
所
の
電
話

番
号
に
お
か
け
く
だ
さ
い
）

とりっこカードをご活用ください！
　
「
と
り
っ
こ
カ
ー
ド
（
鳥
取
市
子
育
て
支
援
カ

ー
ド
）」
は
、
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
を
含
む

３
人
以
上
の
子
ど
も
を
養
育
中
の
保
護
者
を
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。

　

現
在
、
と
り
っ
こ
カ
ー
ド
の
提
示
で
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
協
賛
店
舗
は
８
０
０
店
舗
以
上
あ

り
、
商
品
の
割
引
、
景
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
ポ
イ

ン
ト
の
追
加
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

informationPickup

会場（校区） 実施日 受付開始 健診開始
醇風小学校 10 月 1日（水） 13:00 13:30
久松小学校 10 月 6日（月） 13:45 14:00
賀露小学校 10 月 7日（火） 13:50 14:00
倉田小学校

10 月 8日（水）

13:20 13:30
大正小学校 12:45 13:00
東郷小学校 13:30 13:40
世紀小学校 13:15 13:30
富桑小学校

10 月 9日（木）

13:45 14:00
稲葉山小学校 13:15 13:30
城北小学校 12:40 13:00
明徳小学校 13:20 13:30
美和小学校 13:00 13:30
明治小学校 13:15 13:30
湖山小学校 13:00 13:20
末恒小学校 13:00 13:30
津ノ井小学校 13:20 13:40
浜坂小学校 13:00 13:30
美保南小学校 12:15 12:45
宮ノ下小学校 12:50 13:30
佐治小学校 13:40 14:00
宝木小学校 14:00 14:10
遷喬小学校

10 月 16日（木）

13:45 14:00
修立小学校 13:30 13:30
面影小学校 13:00 13:30
湖山西小学校 13:45 13:50
若葉台小学校 13:00 13:30

青谷小学校（北校舎）10 月 17日（金） 13:15 13:30
岩倉小学校 10 月 20日（月） 12:45 13:00
福部小学校 10 月 22日（水） 13:15 13:30
日進小学校

10 月 23日（木）

13:10 13:30
湖南学園小学校 14:00 14:15
米里小学校 13:30 14:00
瑞穂小学校 13:15 13:30

カード提示

サービス提供

協賛申し込み

カード申請

カード交付 協賛証交付

会場（校区） 実施日 受付開始 健診開始
逢坂小学校

10 月 23日（木）
13:15 13:30

鹿野小学校 13:15 13:30
青谷小学校（南校舎） 13:10 13:30
用瀬小学校 10 月 28日（火） 13:00 13:30
神戸小学校 10 月 29日（水） 13:30 14:00
美保小学校

10 月 30日（木）

13:15 13:30
中ノ郷小学校 13:30 14:00
国府東小学校 13:00 13:30
河原第一小学校 13:30 13:50
西郷小学校 14:00 14:15
散岐小学校 14:00 14:15
浜村小学校 12:50 13:15

就学時健康診断を行います

子育て家庭 協賛店舗など

市役所

　

カ
ー
ド
を
希
望
の
人
は
、
左
記
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

市
役
所
駅
南
庁
舎
児
童
家
庭
課 

（
０
８
５
７
）

20-

３
４
６
２
／
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
（
14

ペ
ー
ジ
参
照
）
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山陰海岸を「世界ジオパークネットワーク」国内候補地に応募！

informationPickup

国の登録有形文化財に登録されました

ま
な
表
情
を
見
せ
る
個
性
的
な
地
質
遺

産
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
集
積
し
て
い
ま
す
。

特
に
貴
重
な
地
質
遺
産

鳥
取
砂
丘
（
鳥
取
市
）

　

千
代
川
と
季
節
風
が
作
り
上
げ
た
、

日
本
一
の
高
低
差
を
誇
る
砂
丘
で
す
。

浦
富
海
岸
（
岩
美
町
）

　

岩
場
と
砂
浜
が
織
り
な
す
、
美
し
い

リ
ア
ス
式
の
海
岸
で
す
。

但た
じ
ま
み
ほ
の
う
ら

馬
御
火
浦
（
香
美
町
・
新
温
泉
町
）

　

世
界
最
大
級
の
「
釣

鐘
洞
門
」
を
含
む
数
々

の
洞
門
や
岩
礁
、
断

崖
絶
壁
が
連
続
す
る
、

素
晴
し
い
景
勝
地
で

す
。

玄げ
ん
ぶ
ど
う

武
洞
（
豊
岡
市
）

　

数
々
の
美
し
い
洞
窟
と
と
も
に
、
溶

岩
流
が
冷
え
て
固
ま
っ
た
「
節
理
」（
規

則
正
し
い
割
れ
目
）
が
見
ら
れ
ま
す
。

久く
み
は
ま

美
浜
湾（
京
丹
後
市
）

　

天あ
ま
の
は
し
だ
て

橋
立
と
同
じ
く
、

砂
州
に
よ
っ
て
湾
が
日

本
海
と
隔
て
ら
れ
て
お

り
、
小
し
ょ
う
て
ん
き
ょ
う

天
橋
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

市
役
所
本
庁
舎
企
画
調
整
課 

（
０
８

５
７
）
20-

３
１
５
３

　今年新たに国の登録有形文化財として登録された、本市の貴重な建造物を紹介します。

桜お
う
か
ん
え
ん

寛
苑（
旧
金
田
家
住
宅
　
東
町
二
丁
目
）

　

い
ず
れ
も
昭
和
９
年
に
建
て
ら

れ
た
主
屋
と
土
蔵
が
、
７
月
８
日

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
木
造
二
階

建
て
、
桟さ
ん
が
わ
ら瓦
ぶ
き
の
主
屋
は
造
形

の
規
範
に
な
る
も
の
、
土
蔵
は
国

土
の
歴
史
的
景
観
に
寄
与
す
る
も

の
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

大お
お
い
け

井
家
住
宅
（
気
高
町
上
光
）

　

江
戸
末
期
に
建
て
ら
れ
、
二
度

の
移
築
を
経
て
現
在
の
位
置
に
落

ち
着
い
た
主
屋
は
、
現
代
に
は
再

現
が
容
易
で
な
い
と
し
て
評
価
さ

れ
、
７
月
８
日
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
民
家
の
流
通
を
示
す
例
と
し

て
も
貴
重
な
も
の
で
す
。

常じ
ょ
う
に
ん
じ

忍
寺
（
行
徳
）

　

文
政
元
年
（
１
８
１
８
年
）
に

建
て
ら
れ
た
本
堂
は
、
入
母
屋
造
、

平
屋
建
て
で
、
造
形
の
規
範
に
な

る
と
評
価
さ
れ
、
４
月
18
日
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。
火
災
や
地
震
に

耐
え
て
残
っ
た
、
希
少
な
近
世
の

社
寺
建
築
で
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
？

　

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、
学
術
的
に
貴
重

で
、
美
し
い
地
質
遺
産
を
有
す
る
自
然

公
園
の
こ
と
。
ユ
ネ
ス
コ
の
支
援
の
も

と
に
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
平
成
16
年
に
設
立
さ
れ
、
現
在
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
や
中
国
な
ど
世
界
の
約
50
カ

所
の
ジ
オ
パ
ー
ク
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
の
決
定

　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
に
よ
っ
て
、

日
本
で
初
め
て
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
へ
申
請
す
る
国
内
候
補
地
が
、

10
月
に
３
カ
所
決
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
た
び
は
、
他
に
洞
爺
湖
、
糸
魚
川
、

室
戸
、
島
原
の
有
力
な
４
地
域
が
応
募

し
て
い
ま
す
。

山
陰
海
岸
の
特
徴

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
申
請
エ
リ

ア
は
、
京き
ょ
う
た
ん
ご

丹
後
市
の
経き
ょ
う
が
み
さ
き

ヶ
岬
か
ら
白
兎

海
岸
ま
で
東
西
１
１
０
㌖
。
多
様
な
海

岸
地
形
に
よ
る
多
彩
な
景
観
が
特
徴
で

す
。

　

地
殻
変
動
や
火

山
活
動
の
痕
跡
で

あ
る
岩
場
や
地
層
、

地
震
研
究
に
貢
献

し
た
断
層
、
大
小
の

砂
丘
な
ど
、
さ
ま
ざ

■問い合わせ先　市役所本庁舎文化財課  （0857）20-3359

久美浜湾 但馬御火浦

鳥取砂丘
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　かつて「あゆ太鼓」「八
や か み ひ め

上姫太鼓」と呼ばれ、盛んであった河原の和
太鼓。この和太鼓が、7 月 26 日（土）に行われた「第 30 回記念 河
原町あゆ祭」で、女性和太鼓グループ「神話の郷

さと

太鼓 八上姫」として
復活しました。女性ならではの繊細かつ力強い演奏で、これからの活躍
が期待されます。

「あゆ祭」で伝統の和
わ だ い こ

太鼓が復活！

河原町

　海の日の 7 月 21 日（月）、とっとり賀露かにっこ館一帯で、「鳥取・
賀露みなとオアシス夏まつり 2008」が開催され、魚のつかみ捕りや
巡視船の乗船体験、バーベキューなど多彩な催しが繰り広げられま
した。中でも、割りばしに結んだ糸の先にするめを付けてキンセン
ガニを釣る「かにつり大会」は大人気。大人も子どもも釣り上げる
たびに大はしゃぎでした。

カニを釣って得意満面

賀
か ろ

露町

　7 月 28 日（月）、佐治町内の子どもたちが、プラザ佐治記念ホー
ルで座禅を体験しました。指導したのは、林

り ん せ ん じ

泉寺（佐治町高山）の
小
こ す ぎ

杉宗
む ね お

雄住職。姿勢が崩れた子どもたちの肩を警
きょうさく

策 （戒めの棒）で叩
き、気合を入れていました。この座禅体験、子どもたちにとっては、
いい思い出になったようです。

さじっ子が座禅を体験

プラザ佐治記念ホール

　「第 20 回砂丘ビーチ砂もり大会」が 8 月 3 日（日）、福部町湯山の
鳥取砂丘海水浴場で開催されました。この競技、4 人 1 組で制限時間の
20 分以内に、直径約 1 ㍍の円内に砂を盛って高さを競い合うというも
の。県内外から訪れた海水浴客など 50 組が参加しました。優勝は、抜
群のチームワークで 159 ㌢を記録したチーム「赤ふん」（写真左奥の組）
でした。

砂丘ビーチ砂もり大会

鳥取砂丘
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　8月8日（金）、用瀬地区公民館で「夏休みわくわくクッキング」が開催され、
用瀬小学校の児童が、暑さを吹き飛ばす夏料理に挑戦しました。メニューは、
スープカレーと水菜サラダ、ヨーグルトベースのドリンクの 3品。子どもたち
は、地域の食生活改善推進委員に教わりながら、慣れない手つきで野菜の
皮をむいたり、フライパンで肉をいためたりしました。料理の出来上がりは上々
で、みんなでおいしく食べました。

夏休みわくわくクッキング

用瀬地区公民館

　桃の生産に力を入れて
いる神戸地区で7月27日
（日)、「かんど桃まつり」
が開催されました。会場
となった神戸小学校には、
朝収穫されたばかりの桃
のほか、地元住民が作っ
た桃のシャーベットなどが
並びました。来場者は、
手にひとつひとつ取って品
定めをしながら、おいしそ
うな桃を買い求めていまし
た。

神
かんど

戸で特産の桃祭り

神戸地区

　鹿野町では、鳥取大学農学部で研究用に栽培されていた 195 種類の
ハスを株分けしてもらい、町内で育てる取り組みを始めています。この
ハスを眺めながら町内を歩こうと 7月 27日（日）、「第１回しかの城下
町蓮ウォーク」が開催されました。この催しに、町内外から約 60人が
参加。いろいろな蓮を楽しみながら町内を歩き回り、心地よい汗を流し
ました。

蓮
はす

を眺めてウォーキング

鹿野町

　青谷海岸で 8月 3日（日）、地元住民など約 100 人が参加して、地
引き網体験が行われました。夏

なつどまり

泊集落が鳥取県漁協青谷支所の協力を
得て、企画したこのイベント。真っ青な海と夏空の下、参加者は大人
から子どもまで力を合わせて、懸命に網を引きました。関係者らは、「青
谷町の魅力の一つである『海』を活用した“活

い

きのいい”イベントを、
今後も続けたい」と意気込んでいます。

力を合わせて地引き網

青谷海岸

　恒例の「貝がら節祭り」が、8月 1日（金）と 2日
（土）の 2日間にわたって、気高町内で盛大に開催され

ました。2 日の一
斉総踊りでは、気
高中学校の生徒が、
息の合った「正調
貝がら節踊り」を
披露。沿道の観客
から、惜しみない
拍手を受けていま
した。気高中学校
の新入生は、毎年、
先輩たちから指導
を受け、正調貝が
ら節の伝統を引き
継いでいます。

気高中学生が「貝がら節踊り」を披露

気高町
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中央保健センター

　BCG・ポリオなど

（0857）20 ー 3191
　がん検診など

（0857）20 ー 0320
　乳幼児健康診査など

（0857）20 ー 3196
国府町総合支所市民福祉課

（0857）39 ー 0566
福部町総合支所市民福祉課

（0857）75 ー 2813
河原町総合支所市民福祉課

（0858）76 ー 3114
用瀬町総合支所市民福祉課

（0858）87 ー 3781
佐治地区保健センター

（0858）89 ー 1024
気高町総合支所市民福祉課

（0857）82 ー 3157
鹿野町総合支所市民福祉課

（0857）84 ー 2013
青谷町総合支所市民福祉課

（0857）85 ー 0012

※合併地域で行われる健診情報などは、「総
合支所だより」をご覧ください。

※お住まいの地域以外で受診などを希望の
場合は、お住まいの総合支所市民福祉課
または中央保健センターへ連絡ください。

10 月の鳥取地域の健診・予防接種など

受付 13:00 〜 14:00　ところ さざんか会館

区　分 対　象　児 と　き

6カ月児 平成20年 3月生 7日（火）〜  9日（木）

1歳6カ月児 平成19年 3月生 14日（火）〜16日（木）

3 歳 児 平成17年 9月生 21日（火）〜23日（木）

2歳歯科
および

フッ素塗布

平成18年 9月生  2日（木）
 13:00〜14:30受付

　携行品：母子手帳、問診票、
　　歯ブラシ、タオル、コップ

離乳食
講習会

4カ月〜  7カ月 10日（金）10:00 〜 予約制
20日（月）14:00 〜 予約制

8カ月〜12カ月 10日（金）
14:00 〜 予約制

ＢＣＧ接種
対象児 下記および生後６カ月未満で未接種の乳児
受付 13:00 〜 14:00　ところ さざんか会館

と　き 対　象　児

  3 日（金） 平成 20 年   6 月 21 日〜 30 日生

17 日（金） 平成 20 年   7 月   1 日〜 10 日生

24 日（金） 平成 20 年   7 月 11 日〜 20 日生

※生後 6 カ月までに接種できない場合は、中央保
健センターにご相談ください。

乳幼児健康診査

ポリオ生ワクチン投与

10 月

■駐車場について
　さざんか会館の駐車場が満車の場合は、駅
南庁舎駐車場（３時間まで無料）をご利用く
ださい。なお、どちらの駐車場も駐車券が発
行されますので、受付で提示してください。

※9月分は市報8月号に掲載

がん検診

◆胃がん・肺がん・大腸がん
対象者　40 歳以上
費　用　胃がん 500 円、肺がん無料（喀

かくたん

痰　
　　　　検査が必要な場合は 300 円）
　　　　大腸がん 200 円
※胃がん検診を受ける人は、前日午後9時以降は絶食、

絶飲してお越しください。大腸がん検診の検便容器
は当日渡しますので、後日提出してください。

◆子宮がん・乳がん
対象者　子宮がんは 20 歳以上の女性、乳がんは
40 歳以上で年度内に偶数年齢に達する女性
費　用　子宮がん 300 円、乳がん 400 円
※乳がん検診を受ける人は、必ず中央保健セン

ターに申し込みをしてください。

と　き と　こ　ろ 受付時間

  9 日（木）

さざんか会館 13:00 〜 13:5023日（木）

28日（火）

骨粗しょう症予防検診
対象者　25 歳以上の女性　費　用　300 円

と　き と　こ　ろ 受付時間

7 日（火）
神戸地区公民館 8:00 〜 8:30

大和地区公民館 8:50 〜 9:20

14日（火）さ ざ ん か 会 館 8:30 〜 9:20

対象児 下記および生後 90 カ月未満で未接種
　　　 の乳幼児
受付 13:00 〜 14:00　ところ さざんか会館

と　き 対　象　児

 1 日（水） 平成 19 年 10 月生（2 回目）

10 日（金） 平成 20 年   1 月生（1 回目）

30 日（木） 平成 19 年 11 月生（2 回目）

と　き と　こ　ろ 受付時間

  9 日（木）

さざんか会館 13:00 〜 13:5023日（木）

28日（火）

平成21年度から
本市が行う人間ドックの対象者は
「国民健康保険加入者」となります

問い合わせ先　中央保健センター  （0857）20-0320

　平成 20 年度から、新たに「特定健診」が始まりまし
た。この特定健診の実施は、各医療保険者に義務付けら
れています。本市が行う人間ドックには特定健診の検査
項目が含まれているため、平成 21 年度からは、人間ドッ
ク自体を、本市が保険者である国民健康保険の加入者の
みを対象に実施することになりました。国保以外の人は、
加入している医療保険で「特定健診」が行われます。
　なお、平成 20 年度は経過措置として、健康保険の被
扶養者などの人もドックの対象者としていますが、平成
21 年度以降は対象外となりますのでご承知ください。

初歩からの栄養セミナー
　生活習慣病の予防と健康管理のために、食生活を振
り返りながら、食品に含まれる栄養素の働きや摂取方
法などについて学習します。

▽対　象　市内在住で 4 回すべてに参加が可能な人

▽と　き　第 1 回：9 月 17 日（水）10:00 〜 12:00
　　　　　第 2 回：9 月 24 日（水）10:00 〜 12:00
　　　　　第 3 回：10 月 1 日（水）10:00 〜 12:00
　　　　　第 4 回：10 月 8 日（水）10:00 〜 14:00

▽ところ　さざんか会館（富安二丁目）3 階第 2 会議室・
　　　　　調理実習室

▽定　員　15 人程度

▽受講料　無料

▽ 参加受付　9 月 3 日（水）から
申し込み・問い合わせ先　中央保健センター（さざんか

会館 4 階）  （0857）20-3192

特定健診、高齢者健診、各種がん検診を受診希望のみなさんへ
　現在、各種健康診査を受診される場合、医療機関（特に総合病院）は大変混み合っています。
　必ず前もって電話などで予約してから受診くださいますようお願いします。
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携帯電話カメラのバーコードリーダーで読み込むと市
役所携帯サイトにリンクされます。
トップメニュー→ジャンルから検索→ 2. 夜間・休日
救急診療のあと、ご希望の連絡先を選択してください。

「夜間・休日救急診療」情報は、携帯電話からでもご覧
いただけます。
http://www.city.tottori.tottori.jp/mobile/ 

10月
夜間・休日急患診療所

診療科目　内科、小児科、軽度の外傷
※乳幼児は、小児救急当番病院をご利用ください。
と　　き　平　　　　日　19:00 〜 22:00
　　　　　日曜・祝休日　  9:00 〜 17:00
　　　　　日曜・祝休日　19:00 〜 22:00
と こ ろ　急患診療所 （富安一丁目東部医師会館隣）
問い合わせ先　東部医師会　 （0857）22 − 2782

夜間小児救急当番病院

曜日 病　院　名 電話番号

日 急患診療所（東部医師会館隣）（0857）22 ー 2782

月 赤 十 字 病 院 （0857）24 ー 8111

火 急患診療所（東部医師会館隣）（0857）22 ー 2782

水 生 協 病 院 （0857）24 ー 7251

木 急患診療所（東部医師会館隣）（0857）22 ー 2782

金 急患診療所（東部医師会館隣）（0857）22 ー 2782

土 急患診療所（東部医師会館隣）（0857）22 ー 2782

日・月・火・木・金・土・祝休日 19:00 〜 22:00
水 18:30 〜翌日 8:30

休日急患歯科診療所
と　き　日曜・祝休日　10:00 〜 16:00
ところ　東部歯科医師会
　　　　（富安二丁目 歯科技工専門学校内）
　　　　 （0857）23 − 3197

休日夜間在宅当番歯科医院

日（曜日） 病　院　名 と　こ　ろ 電話番号

5 日（日） 今 田 歯 科 医 院 吉方温泉町三丁目 168 (0857）22-3873

12 日（日） い わ い 歯 科 朝月 21-4 (0857）38-4500

13 日（祝） ゆ む ら 歯 科 医 院 湖山町南三丁目 217 (0857）39-9950

19 日（日） 上 田 歯 科 医 院 西町一丁目 454 (0857）22-4530

26 日（日） 上 田 歯 科 医 院 西町一丁目 454 (0857）22-4530

18:00 〜 21:00

休日当番薬局

営業時間

　 ▲

フジモト薬局 / 9:00 〜 20:00 

　　　　　

▲

常田・たんぽぽ薬局 / 8:30 〜 17:30
　　　　　

▲

その他の薬局 / 9:00 〜 17:00

日（曜日） 薬　局　名 と　こ　ろ 電話番号

5 日（日）

フ ジ モ ト 薬 局 行徳トスク本店 1 階 （0857）26 ー 6660

常 田 薬 局 西町二丁目 102-1 （0857）22 ー 4792

徳 吉 薬 局 松 並 店 松並町二丁目 503-7 （0857）29 ー 6348

12 日（日）

フ ジ モ ト 薬 局 行徳トスク本店 1 階 （0857）26 ー 6660

た ん ぽ ぽ 薬 局 西町一丁目 211 （0857）37 ー 1920

ひ ま わ り 薬 局 末広温泉町 574 （0857）21 ー 9691

み な み 薬 局 富安一丁目 76 （0857）27 ー 3730

13 日（祝）

フ ジ モ ト 薬 局 行徳トスク本店 1 階 （0857）26 ー 6660

よ つ ば 薬 局 里仁 53-7 （0857）30 ー 3300

い な ば 調 剤 薬 局 的場二丁目 71 （0857）51 ー 7667

19 日（日）

フ ジ モ ト 薬 局 行徳トスク本店 1 階 （0857）26 ー 6660

常 田 薬 局 西町二丁目 102-1 （0857）22 ー 4792

イ ヌ イ 調 剤 薬 局 吉方温泉四丁目 703 （0857）26 ー 5513

26 日（日）

フ ジ モ ト 薬 局 行徳トスク本店 1 階 （0857）26 ー 6660

た ん ぽ ぽ 薬 局 西町一丁目 211 （0857）37 ー 1920

な か の 薬 局 若葉台南六丁目 23-18 （0857）52 ー 6922

日（曜日） 病　院　名 電話番号

5 日（日） 中 央 病 院 （0857）26 ー 2271

11 日（土） 赤 十 字 病 院 （0857）24 ー 8111

12 日（日） 生 協 病 院 （0857）24 ー 7251

19 日（日） 中 央 病 院 （0857）26 ー 2271

26 日（日） 赤 十 字 病 院 （0857）24 ー 8111

休日救急当番病院
8:30 〜翌日 8:30

赤十字病院　8:30〜18:30
休日小児救急当番病院

日（曜日） 病　院　名 電話番号

5 日（日） 赤 十 字 病 院 （0857）24 ー 8111

12 日（日） 赤 十 字 病 院 （0857）24 ー 8111

19 日（日） 赤 十 字 病 院 （0857）24 ー 8111

26 日（日） 赤 十 字 病 院 （0857）24 ー 8111

※9月分は市報8月号に掲載

※やむを得ず当番を変更する場合が
ありますので、当日の新聞などで
ご確認ください。

※10月から、火曜日の当番病院が変わります。
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に

住
み
な
が
ら
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家

族 

料
30
分
あ
た
り
１
０
０
円
（
１
カ
月

20
時
間
以
内
）
※
生
活
保
護
世
帯
な
ど

は
無
料 

問
市
役
所
駅
南
庁
舎
高
齢
社
会

課 
（
０
８
５
７
）
20-

３
４
５
３
／

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
（
14
ペ
ー
ジ

参
照
）
／
鳥
取
中
央
・
南
・
西
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー 
前
項
参
照

【
支
援
員
募
集
】
認
知
症
高
齢
者
を
介
護

し
て
い
る
家
族
の
負
担
が
軽
減
す
る
よ

う
に
支
援
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
支
援

員
は
直
接
身
体
に
触
れ
る
介
護
は
原
則

行
わ
ず
、
認
知
症
高
齢
者
の
居
宅
を
訪

問
し
、
見
守
り
や
話
し
相
手
を
し
ま
す
。

員
10
人
程
度 

募
９
月
16
日
（
火
）
ま

で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ 

※
支
援
員
と
し

て
活
動
す
る
前
に
３
回
程
度
の
研
修
あ

り 

問
市
役
所
駅
南
庁
舎
高
齢
社
会
課 

（
０
８
５
７
）
20-

３
４
５
３

応
急
軽
度
家
事
援
助
事
業

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
が
、
本

人
ま
た
は
介
護
者
の
ケ
ガ
や
病
気
な
ど
に

よ
っ
て
一
時
的
な
生
活
支
援
が
必
要
な
場

合
、
家
事
援
助
員
を
派
遣
し
ま
す
。

容
炊
事
・
洗
濯
・
掃
除
な
ど
簡
易
な
日

常
生
活
の
援
助 

対
お
お
む
ね
65
歳
以
上

の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど 

料
30

分
あ
た
り
80
円
（
１
カ
月
11
時
間
以
内
）

問
市
役
所
駅
南
庁
舎
高
齢
社
会
課 

（
０
８
５
７
）
20-

３
４
５
３
／
各
総
合

支
所
市
民
福
祉
課
（
14
ペ
ー
ジ
参
照
）

消
費
者
問
題
講
演
会

時
９
月
27
日
（
土
）
13:

30
〜
16:

00　

所
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
（
吉
方
温
泉

三
丁
目
） 

容
▽
演
題
「
介
護
は
と
つ
ぜ
ん

や
っ
て
く
る
」
▽
講
師
：
鳥
取
西
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長 

宇う

の野
博ひ
ろ
み美
さ
ん 

※
入
場
無
料 

問
鳥
取
市
消
費
者
団
体
連

絡
協
議
会
（
市
役
所
本
庁
舎
協
働
推
進
課

内
） 

（
０
８
５
７
）
20-

３
１
８
２

下
水
道
計
画
課
の
事
務
室
移
転

　

秋
里
下
水
終
末
処
理
場
の
耐
震
化
工

事
に
と
も
な
い
、
下
水
道
計
画
課
の
事

In
fo

rm
a

tio
n

In
fo

rm
a

tio
n

情報ひろば

福　祉

お知らせ

事故ゼロへ　心をつなごう　手をつなごう

■高齢者の交通事故防止
■すべての座席のシートベルトとチャイルドシートの

正しい着用の徹底
■夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
■飲酒運転の根絶

9月21日（日）〜30日（火）

秋の全国交通安全運動

問い合わせ先　市役所本庁舎協働推進課
　　　　　　　 （0857）20 − 3182

運動の重点

　ごみのないきれいな砂丘を守るため、みなさんの
ご協力をお願いします。

と　き　９月28日（日）9:15〜11:00
※雨天の場合は、10月5日（日）に順延
※実施の有無は、当日6:00に鳥取市ホームページに掲載
ところ　砂丘市営駐車場奥砂丘入口

秋の砂丘一斉清掃

問い合わせ先　鳥取砂丘一斉清掃実行委員会
　　　　　　　（市役所本庁舎協働推進課内）
　　　　　　   （0857）20−3182
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■凡例
対＝対象　容＝内容　時＝日時　募＝募集期間・方法　
所＝場所　員＝定員　数＝数量　料＝料金　額＝支給・
助成額など　受＝受付　条＝条件　持＝持参するもの　
問＝問い合わせ先

務
室
を
環
境
下
水
道
庁
舎
１
階
か
ら
同

３
階
へ
仮
移
転
し
ま
し
た
。

問
市
役
所
環
境
下
水
道
部
庁
舎
下
水
道

計
画
課 

（
０
８
５
７
）
20-

３
３
０
３

祝
日
の
ご
み
収
集
（
９
月
）

　

左
記
の
祝
日
が
ご
み
収
集
日
に
当
た

る
地
区
の
み
対
象
で
す
。

※
朝
８
時
ま
で
に
必
ず
ご
み
を
出
し
て

く
だ
さ
い
。
新
市
域
に
つ
い
て
は
総
合

支
所
だ
よ
り
を
ご
覧
に
な
る
か
、
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
乾
電
池
や
蛍
光
管
の
収

集
は
10
月
の
最
初
の
小
型
破
砕
ご
み
の

収
集
日
に
行
い
ま
す
。

新たに使用できる区域（いずれも一部）

公共下水道

▽吉成 ▽古市 ▽富安 ▽湖山町北三丁目 ▽湖山町東五丁目 ▽

湖山町南一丁目 ▽湖山町西一丁目 ▽賀露町 ▽賀露町南四丁
目 ▽布勢 ▽三津 ▽福部町海士 ▽福部町湯山 ▽青谷町青谷
工事は指定工事店で
　下水道が整備された場合は、すみやかに下水道に接続す
る排水設備工事を行いましょう（浄化槽などの切り替えは
おおむね１年以内、くみ取り便所の水洗化は３年以内）。工
事は、必ず本市が指定する排水設備工事店に申し込んでく
ださい。無利子の改造資金融資制度もありますのでご利用
ください。また、排水設備工事完成後に排水管がつまって
下水が流れない場合は、施工した工事店か清掃業者に清掃
を申し込んでください。
ご注意ください！
　市役所の職員を装ったり、市役所から依頼されたなどと
いつわったりして、下水排水管の点検、清掃、消毒などの
業務を契約させ、高額な費用を請求するといった被害が発
生しています。市役所では、みなさんの敷地内にある排水
管について、このような業務を行ったり、業者に依頼した
りすることはありませんので、ご注意ください。

水道標語が決まりました
水道週間にちなんで水道標語を募集したところ、

360 点の応募がありました。入賞作品をご紹介します。
　　　　　　　　　　　　　（入賞作品・入賞者は順不同、敬称略）

問い合わせ先　水道局総務課 （0857）53-7913

特　  選

　じゃ口をね　ぎゅっとひねって　のもう水
田
た は ら

原爽
そ の こ

乃子（浜坂小）
準 特 選

　きよらかな　すいどうすいに　ひびかんしゃ
伊
い と う

藤 　 薫
かおる

（一 般）
　水道が　あるから家族　水いらず

齊
さいとう

藤 真
ま ひ ろ

拓（一 般）
　水道は　生きる明日への　" エネルギー "

小
こ だ に

谷 悦
え つ こ

子（一 般）
努 力 賞

　おいしいな　あんしんできる　みずいいな
高
たかはし

橋佳
か の こ

乃子（明徳小）
　ありがとう　きれいな水を　じゃ口から

藤
ふじおか

岡 瑞
み ず き

樹（浜坂小）
　いのちづな　みんなの命　つなぐ水

向
むこうや

家 海
か い と

斗（美保小）
　大切な　命のみなもと　水道水

沖
お き た

田 壮
そ う や

哉（用瀬小）
　水道が　ある幸せを　感じよう　

その一口が　命をつなぐ　 
西
にしむら

村宗
そういちろう

一郎（用瀬小）

問い合わせ先　市役所環境下水道部庁舎下水道計画課
　　　　　　　 （0857）20-3303

が下水道供用区域 広がりました

改正道路交通法が施行されました

　6 月 1 日に、改正道路交通法が以下のとおり施行さ
れました。自転車・自動車などを運転される場合は交
通ルール・マナーを守りましょう。
◆自転車の通行ルールの見直し 

＊自転車は車道通行が原則ですが、「歩道通行可の歩
道」「子どもや高齢者が運転する場合」「車道通行が
危険な場合」も歩道を通行できます。 
＊自転車は、歩行者用信号機のある横断歩道を通行
できます。

◆児童・幼児の自転車乗車時のヘルメット着用 
＊ 13 歳未満の子どもに自転車を運転させるとき、ま
たは 6 歳未満の幼児を補助いすなどで自転車に同乗
させるときは、保護者はヘルメットを着用させるよ
う努めなければなりません。

◆全ての席の同乗者にシートベルトの着用義務 
＊自動車の運転者は、同乗者全員にシートベルトを
着用させなければなりません。

◆ 75 歳以上の運転者に「高齢運転者標識」表示の義務 
＊ 75 歳以上の普通自動車運転者は、「高齢運転者標
識」を表示しなければなりません。

※その他不明な点は問い合わせ先へ

問い合わせ先　市役所本庁舎協働推進課
　　　　　　　 （0857）20 − 3182

９
月
15
日
（
月
）
敬
老
の
日

可
燃
ご
み

古
紙
類

収
集
し
ま
す

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
17
日（
水
）に
振
り
替
え

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
収
集
し
ま
す

食
品
ト
レ
ー

資
源
ご
み

小
型
破
砕
ご
み
収
集
し
ま
せ
ん

９
月
23
日
（
火
）
秋
分
の
日

可
燃
ご
み

古
紙
類

収
集
し
ま
す

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
24
日（
水
）に
振
り
替
え

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
収
集
し
ま
せ
ん

食
品
ト
レ
ー

資
源
ご
み

小
型
破
砕
ご
み
収
集
し
ま
せ
ん

問
市
役
所
本
庁
舎
生
活
環
境
課 

（
０

８
５
７
）
20-

３
２
１
７
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In
fo

rm
a

tio
n

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

見
え
て
く
る 

日
本
の
暮
ら
し 

住
ま
い
か
ら

　

10
月
１
日
に
全
国
一
斉
に
住
宅
・
土

地
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調

査
は
住
宅
・
土
地
に
関
す
る
最
も
基
本

的
な
調
査
で
、
国
や
県
・
市
が
住
生
活

基
本
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
施
策
な
ど
を

立
案
す
る
た
め
の
大
切
な
資
料
と
な
り

ま
す
。
９
月
下
旬
に
、
対
象
と
な
っ
た

お
宅
に
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
調

査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
調
査
内
容
は
統
計
を
作
成
す
る
た

め
の
み
に
使
用
す
る
も
の
で
、
そ
の
他

の
目
的
に
は
一
切
使
用
し
ま
せ
ん
。

問
市
役
所
本
庁
舎
総
務
課 

（
０
８
５

７
）
20-

３
１
５
６

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
人
へ

　

お
預
か
り
し
て
い
る
次
の
通
貨
・
証

券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

◆
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
揚
げ
て
こ
ら

れ
た
人
が
、
上
陸
港
の
税
関
、
海
運
局

に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど 

◆
外

地
の
集
結
地
に
お
い
て
総
領
事
館
、
日

本
人
自
治
会
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・

証
券
な
ど
の
う
ち
日
本
に
返
還
さ
れ
た

も
の 

※
返
還
の
申
し
出
は
、
ご
家
族
の

人
で
も
結
構
で
す
。

問
境
税
関
支
署（
境
港
市
昭
和
町
）
（
０

８
５
９
）
42-

２
２
２
８

問い合わせ先　市役所駅南庁舎固定資産税課 （0857）20-3421

　これは、地域や土地によって評価額に対す
る税負担に格差があるためです。
　平成 9 年度以降、負担水準（評価額に対する前年度課
税標準額の割合）の均衡化を重視する調整措置が講じら
れてきましたが、平成 18 年度以降もこれを一層促進する
措置が講じられています。
　具体的には、負担水準が高い土地は税負担を引き下げ
たり、据え置いたりする一方、負担水準が低い土地は税
負担を引き上げていく仕組みとなっています。したがって、
地価が上昇していないにもかかわらず税額が上がってい
るのは、負担水準が低い土地と言えます。
　このように、現在は、税負担の公平を図るために、そ
のばらつきを是正している過程にあり、地価が下がっても
税額が上がるという場合も生じています。

地価が下がっても 
固定資産税が上がる？

問い合わせ先　鳥取社会保険事務所 （0857）27-8311

　国民年金保険料の納め忘れがあると、将来受け取る老
齢基礎年金の額が減額されたり、受けられなくなったり
することがあります。また、もしもの時の障害基礎年金や
遺族基礎年金が受けられなくなることがあります。
　このようなことのないよう、社会保険事務所では、国
民年金制度のご説明や保険料の納め忘れ期間などについ
てのご案内を行っています。

【電話によるご案内】　国が委託した業者や社会保険事務
所職員が電話による納付のご案内を行っています。なお、
業者に委託するにあたっては、法律に基づき、プライバシ
ーの保護に万全を期しています。

【戸別訪問によるご案内】　国民年金推進員や社会保険事
務所職員が身分証明書を携帯のうえ各家庭を訪問し、納
付のご案内を行っています。平日だけでなく、土曜・日曜・
夜間にもお伺いしています。

保険料の納め忘れは 
ありませんか？

医療にかかる負担を
少なくするために

　医療の高度化や治療期間の長い生活習慣
病の増加などで医療費が毎年増え続けてい
ます。国民健康保険（国保）加入者の医療費は、納めて
いただいた保険料などでまかなわれていますので、医療
費が増えるとみなさんが医療機関で支払う負担額が増え
るばかりでなく、保険料も高くなります。普段から健康
に気を配るとともに、次の点に心がけましょう。

▽重複受診は避ける

▽できるだけ診療時間内に受診する

▽必要以上の薬を求めない

▽なるべくジェネリック（後発）医薬品の処方を依頼する

▽早期発見・早期治療のため、定期的に健康診断を受ける

▽かかりつけ医に日頃から相談する
問い合わせ先 市役所駅南庁舎保険年金課 （0857）20-3482

救急車の利用に
ご理解とご協力を！

問い合わせ先　東部消防局警防課救急救助係（吉成）
（0857）23-2301・2303

　東部消防局管内の平成
19 年中の救急出動件数は
8448 件で、1 日に 23.1 件
の割合で出動しています。
　救急車は、ケガや病気な
どで緊急に病院に搬送しな
ければならない傷病者のためのものです。緊急ではない
のに救急車を要請すると、本当に救急車を必要とする事
故が発生した時、遠くの救急車が出動することになり、
到着が遅れるために救える命が救えなくなるおそれがあ
ります。緊急性がなく自分で病院に行ける場合は、救急
車以外の交通機関を利用してください。

平成 20年 4月 1日から
「鳥取市快適な生活環境の確保に関する条例」

が施行されています

問い合わせ先　市役所本庁舎環境政策課 （0857）20-3176

　10 月 1 日から以下の行為を行うと、2 万円以下の過
料を科せられる場合があります。
●公共の場所でのポイ捨て ●公共の場所への飼い犬の
ふんの放置 ●公共の場所での歩行喫煙
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平成 20 年度鳥取市職員採用試験

問い合わせ先 市役所本庁舎職員課 （0857）20 − 3107

試験区分
採用
予定
者数

受験資格
受験案
内配布
開　始

申込
受付
期間

第１次
試　験
試験日

保育士 5 人
程度

昭和 54 年 4 月 2 日以
降に生まれた人で、保
育士および幼稚園教諭
の資格を有する人また
は平成 21年 3 月 31
日までに資格取得見込
みの人

8/29
（金）

9/1
（月）

〜
9/22
（月）

10/19
（日）一般事務 B

（高校卒業程度）
2 人
程度

昭和 62 年 4 月 2 日〜
平成 3 年 4 月1日ま
でに生まれた人

一般事務 C
（高校卒業程度、
身体等に障害の

ある人）

1人
程度

昭和 54 年 4 月 2 日〜
平成 3 年 4 月1日ま
でに生まれた人
※身体障害者手帳の所
持など要件あり

※詳しくは受験案内または市ホームページをご覧ください。
受験案内・申込書配布場所　本庁舎１階総合案内所／本
庁舎２階職員課／駅南庁舎１階総合窓口／各総合支所／
鳥取市関西事務所

輝き

な
ん
せ
鳥
取
イ
ベ
ン
ト
・
セ
ミ
ナ
ー

【
市
民
自
主
企
画
イ
ベ
ン
ト
実
施
グ
ル
ー

プ
（
二
次
募
集
）】
男
女
共
同
参
画
を
推

進
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画
・
運
営

す
る
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。

時
実
施
期
間
：
平
成
21
年
３
月
末
ま
で　

 

対
５
人
以
上
で
市
内
を
中
心
に
活
動
し
、

企
画
立
案
か
ら
実
施
ま
で
を
行
う
グ
ル
ー

プ 

条
広
く
市
民
を
対
象
に
し
た
男
女
共

同
参
画
を
推
進
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、

市
内
で
開
催
す
る
も
の 

※
政
治
・
宗
教

に
関
す
る
も
の
や
営
利
を
目
的
と
し
た
も

の
は
除
く 

員
１
団
体 

※
提
出
書
類
を
審

査
の
う
え
決
定 

額
上
限
10
万
円
（
委
託

料
）
募
９
月
30
日
（
火
）
ま
で
に
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
に
備
え
つ
け
の
申
請
用

紙
（
鳥
取
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

に
記
入
の
う
え
、
持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で 

【
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
】
ー
考
え
る
・
理
解
す

る
・
行
動
を
お
こ
す
ー
一
人
ひ
と
り
を

大
切
に
す
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
〜
男
女

共
同
参
画
を
ま
な
ぼ
う
〜

時
10
月
10
日
（
金
）
10:

00
〜
15:

00　

所
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
西
町
二

丁
目
・
福
祉
文
化
会
館
内
）　

容
講
師
：

須す

だ田
和む
つ
みさ
ん
（
尼
崎
市
女
性
セ
ン
タ
ー
ト

レ
ピ
エ
所
長
）
対
テ
ー
マ
に
興
味
が
あ
る

人 

※
１
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で
の

幼
児
を
無
料
で
お
預
か
り
し
ま
す
。
申
し

込
み
時
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。　

料
無
料 

員
30
人
（
要
申
し
込
み
・
先
着
順
）
問

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
輝き

な
ん
せ
鳥

取
」（
西
町
二
丁
目
・
福
祉
文
化
会
館
内
）  

（
０
８
５
７
）
24-

２
７
０
４
・
（
０

８
５
７
）
20-

３
０
５
４
・
電
子
メ
ー
ル 

danjyo@
city.tottori.tottori.jp

消
防
団
協
力
事
業
所

　

こ
の
た
び
本
市
で
は
、
消
防
団
員
を

雇
用
す
る
な
ど
消
防
団
活
動
に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
事
業
所
を
「
消
防
団
協

力
事
業
所
」
と
し
て
認
定
し
、
表
示
証

を
交
付
す
る
表
示
制
度
を
創
設
し
ま
し

た
。
事
業
所
の
社
会
貢
献
を
公
表
す
る

こ
と
に
よ
り
、
本
市
に
お
け
る
消
防
防

災
体
制
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

認
定
を
希
望
す
る
事
業
所
は
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
役
所
本
庁
舎
危
機
管
理
課 

（
０

８
５
７
）
20-

３
１
２
７

鳥
取
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

高
年
齢
の
人
が
会
員
登
録
し
、
知
識

と
経
験
を
生
か
し
た
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
仕
事
を
さ
れ
た
場
合
に
は
、
配
分

金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

60
歳
以
上
の
働
く
意
欲
の
あ
る
入
会

利用料（年間）
　10坪：5000円
　20坪：10000円

問い合わせ先　市役所第 2 庁舎農業振興課 （0857）20-3234

吉岡市民農園利用者募集

　本市は、吉岡温泉町に休憩舎・トイレ・駐車場を完
備した市民農園を開設しています。自然に囲まれたの
どかな雰囲気の中で、家族や仲間と一緒に野菜や草花
を栽培し、収穫の喜びを実感してみませんか。
　また、近くには温泉施設があり、農作業で疲れた体
を癒

いや

し、くつろぐこと
もできます。
　ご利用を心からお待
ちしています。

募　集

希
望
の
人
は
、
ぜ
ひ
入
会
説
明
会
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
技
能
・
技
術
を
高
め
る
た
め
の
各
種

講
習
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

容
▽
植
木
の
剪せ
ん
て
い定
▽
屋
内
外
の
清
掃
・
除

草
▽
毛
筆
筆
耕
▽
襖
・
障
子
の
張
替
▽
大

工
・
塗
装
・
左
官
作
業
▽
折
込
・
袋
詰
・

内
職
・
屋
内
軽
作
業
▽
育
児
・
介
護
の
お

手
伝
い
▽
施
設
管
理
▽
一
般
事
務 

な
ど

【
９
月
の
入
会
説
明
会
】
時
９
月
９
日

（
火
）・
24
日
（
水
）
14:

00
〜 

※
通
常

は
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
に
開
催 

所
鳥

取
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
富
安

二
丁
目
・
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

問
鳥
取
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

務
局 

（
０
８
５
７
）
22-

０
０
５
０
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違
反
広
告
物
除
却
団
体

　

ま
ち
の
あ
ち
こ
ち
で

電
柱
な
ど
に
違
法
に
貼

ら
れ
た
貼
り
紙
が
目
立

ち
、
良
好
な
景
観
が
阻

害
さ
れ
た
り
、
風
紀
が

乱
さ
れ
た
り
し
て
い
ま

す
。
本
市
で
は
こ
れ
ら
違
反
広
告
物
を
定

期
的
に
除
去
（
簡
易
除
却
）
し
て
い
ま
す

が
、同
じ
場
所
に
再
び
貼
ら
れ
る
な
ど
、「
い

た
ち
ご
っ
こ
」
の
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
協
力
に
よ

り
簡
易
除
却
を
進
め
な
が
ら
監
視
の
目
を

光
ら
せ
、
違
反
広
告
物
を
な
く
す
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

受
９
月
１
日
（
月
）
〜
随
時 

条
①
市
内

に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
さ
れ
る
20

歳
以
上
の
人
２
人
以
上
で
活
動
で
き
る

団
体 

②
無
償
で
活
動
し
て
い
た
だ
け
る

こ
と 

③
簡
易
除
却
の
実
施
手
順
に
沿
っ

て
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と

【
特
記
事
項
】
▽
除
却
団
体
と
し
て
認
定

の
申
し
込
み
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
活
動
員
の
人
に
は
講
習
会
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
▽
道
具
、
腕
章
な

ど
活
動
に
必
要
な
道
具
は
市
か
ら
支
給
・

貸
与
し
ま
す
。
▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
経
費
は

市
が
負
担
）。
※
詳
し
く
は
鳥
取
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
市
役
所
本
庁
舎
都
市
計
画
課 

（
０

８
５
７
）
20-

３
２
７
１

非
常
勤
嘱
託
職
員
（
看
護
職
員
）

容
保
健
師
ま
た
は
看
護
師 

時
▽
任
用
期

間
：
11
月
４
日
〜
平
成
21
年
３
月
31
日 

所
▽
任
用
部
署
：
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー 

条
看
護
師
免
許
を
お
持
ち
の
人 

員
１
人 

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で 

問
中
央

保
健
セ
ン
タ
ー
予
防
係 

（
０
８
５
７
）

20-

３
１
９
１

公
設
地
方
卸
売
市
場
審
議
会
委
員

容
鳥
取
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
の
運
営

に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
審
議

▽
任
期
：
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間
▽
会

議
の
開
催
：
年
１
回
程
度
▽
報
酬
：
１

回
９
０
０
０
円 

員
３
人
程
度 

条
市
内
在

住
の
20
歳
以
上
（
平
成
20
年
９
月
１
日

現
在
）
で
、
平
日
開
催
の
会
議
に
出
席

可
能
な
人 

※
他
の
審
議
会
と
の
兼
務
制

限
あ
り 

募
９
月
26
日
（
金
）
必
着
で
、

「
生
鮮
食
品
の
流
通
と
公
設
卸
売
市
場
に

つ
い
て
思
う
こ
と
」
を
８
０
０
字
程
度

に
ま
と
め
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

職
業
・
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
持

参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
問
い
合
わ
せ
先
ま
で 

※
選

考
の
う
え
決
定 

問
市
役
所
第
２
庁
舎
産

業
振
興
課
（
０
８
５
７
）
20-

３
２
２

２
・

（
０
８
５
７
）
20-

３
０
４
６
・

電
子
メ
ー
ルsangyo@

city.tottori.

tottori.jp

救
急
医
療
講
習
会（
東
部
医
師
会
共
催
）

時
９
月
13
日
（
土
）
14:

00
〜 

所
東
部

消
防
局
（
吉
成
）
対
中
学
生
以
上 

容
心

肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
の
実
技
指
導
な
ど 

料
無
料 

問

東
部
消
防
局
警
防
課 

（
０
８
５
７
）

23-

２
３
０
３
・
２
３
０
１

糖
尿
病
料
理
講
習
会

時
10
月
15
日
（
水
）
９:

30
〜
13:

00
所

さ
ざ
ん
か
会
館
３
階 

員
20
人 

料
５
０
０

円
（
材
料
費
）
持
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾 

問
市
立
病
院
栄
養
管
理
室 

（
０
８
５

７
）
53-

７
３
２
６

こ
ど
も
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室

時
10
月
18
日
（
土
）
10:

00
〜
12:

00 

所
市
民
体
育
館
（
吉
成
三
丁
目
）
対
５

歳
児
〜
小
学
３
年
生 

容
フ
ッ
ト
サ
ル
に

親
し
み
な
が
ら
の
基
礎
的
な
技
術
の
習

得
▽
講
師
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鳥
取
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
よ
り
派
遣 

員
30
人 

※
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り 

料
８
０
０
円
（
ス

ポ
ー
ツ
保
険
料
含
む
）
募
９
月
25
日（
木
）

〜
10
月
10
日
（
金
）
の
間
に
、
受
講
料

を
添
え
て
市
民
体
育
館
へ 

問
市
民
体
育

館 
（
０
８
５
７
）
24-

５
２
２
２

大
人
の
初
心
者
ヨ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル

時
９
月
21
日
〜
10
月
12
日
の
毎
週
日
曜
日

（
全
４
回
）
14:

00
〜
16:

00 

所
鳥
取
市

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
三
津
）
対
ヨ
ッ

ト
初
心
者 

容
▽
１
日
目
：
ヨ
ッ
ト
に
関
す

る
基
礎
知
識
・
基
本
操
作
に
つ
い
て
の
講

習
、
指
導
員
と
同
乗
▽
２
日
目
：
タ
ッ
キ

ン
グ
（
風
上
へ
の
方
向
転
換
）
の
練
習
▽

３
日
目
：
ジ
ャ
イ
ビ
ン
グ
（
風
下
へ
の
方

向
転
換
）
の
練
習
▽
４
日
目
：
自
在
に
操

縦 

員
10
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
） 

料
３
０
０
０
円
（
保
険
料
・
税
込
み
）
条

健
康
で
あ
る
こ
と 

持
水
に
ぬ
れ
て
も
よ
い

靴
・
防
寒
服 

募
９
月
１
日
（
月
）
か
ら
受

付
開
始 

問
鳥
取
市
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
０
８
５
７
）
28-

５
２
５
９

ス
ポ
レ
ク
祭
記
念
歩
こ
う
会
（
９
月
例
会
）

時
９
月
21
日
（
日
）
９:

00
〜
13:

00  

容
鳥
取
市
役
所
《
集
合
》

〜

山
手
旧
街

道
〜
丸
山
〜
重
箱
公
園
〜
多
鯰
ケ
池
〜

弁
財
天
〜
覚
寺
《
解
散
》（
歩
行
約
10
㌖
）

料
無
料 

※
弁
当
や
水
筒
、
雨
具
は
各
自

で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
問
歩
こ
う
会
事

務
局 

（
０
８
５
７
）
23-

７
９
３
０

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
講
習
会

　

高
齢
者
の
再
就
職
を
支
援
す
る
た
め

の
講
習
・
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

【
警
備
業
務
補
助
講
習
】

時
９
月
25
日
（
木
）
〜
10
月
２
日
（
木
）

13:

00
〜
17:

00 

所
鳥
取
市
高
齢
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
富
安
二
丁
目
）
対
60
台

前
半
の
就
職
・
就
業
を
希
望
さ
れ
る
人 

募　集

In
fo

rm
a

tio
n
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■と き　9 月 27 日（土）受付 8:30 ／開会 9:00 
　　 　 　　※雨天決行（荒天中止）
■と こ ろ　青谷町勝部地区
■コ ー ス　①勝部フルコース（6.3 ㌖）
　　 　 　　②滝めぐりコース（4.5 ㌖）
■集合場所　青谷町旧勝部小学校（駐車場：青谷町勝

部地区公民館）※駐車場に限りがありますので、
乗り合わせてお越しください。

■参 加 費　無料
■持 ち 物　帽子、タオル、飲み物、雨具
■定 員　300 人　※小学生以下は保護者同伴
■申込方法　希望コース・住所・氏名・電話番号・年齢（小

学生以下）を記入し、9 月 16 日（火）までに電話・
はがき・FAX で申し込みください。

第18回 市民けんこうウォーク

問い合わせ先 中央保健センター（富安二丁目）　　　 
（0857）20-3194・ （0857）20-3199

募
９
月
12
日
（
金
）
ま
で
に
左
記
問
い

合
わ
せ
に
申
し
込
み 

員
20
人 

料
無
料 

【
訪
問
介
護
員
２
級
課
程
養
成
研
修
】

時
10
月
６
日
（
月
）
〜
11
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鳥取市勤労青少年ホーム

教養講座 秋 編 受講生募集

教室名 開催日時 定員

書 道 教 室
10 月 6 日〜 12 月 22 日
18:30 〜 20:30（月曜日／計 10 回）

15 人
程度

茶 道 教 室
10 月 3 日〜 12 月 19 日
18:30 〜 20:30（金曜日／計 10 回）

15 人
程度

華 道 教 室
10 月 2 日〜 12 月 18 日
18:00 〜 20:00（木曜日／計 10 回）

20 人
程度

バランストレーニング教室
（ピラティス）

10 月 2 日〜 12 月 11 日
18:30 〜 20:30（木曜日／計 10 回）

20 人
程度

着付け教室
（ 袷 編 ）

10 月 7 日〜 12 月 16 日
18:30 〜 20:30（火曜日／計 10 回）

15 人
程度

開催場所　鳥取市勤労青少年ホーム
対 象 者　市内に在住または勤務の、概ね 35 歳までの人
募集期間　9 月 1 日（月）〜 20 日（土）17:00まで
受 講 料　無料（要教材費） 
　　※ただし利用者協議会加入のこと。年会費 1000 円
そ の 他　●申し込み多数の場合は抽選となります。
　　　　　●受講日程は変更になる場合があります。
申し込み・問い合わせ先　鳥取市勤労青少年ホーム（吉

成三丁目） （0857）24-1702・ （0857）24-2944 

学　　科 募集
人員 選　考　方　法 入学願書

受付期間 試験日 合格
発表

試験
会場

環境政策経営学科　　　　※1 10 ・模擬授業
・集団面接（環境政策経営学科、環境
　　マネジメント学科のみ）
・個人面接
・出願書類

9/22（月）

〜

10/10（金）

10/18（土）、 
　   19（日） 10/24

（金） 本学
環境マネジメント学科　　※2 10
建築・環境デザイン学科　※1 3 10/18

（土）情報システム学科 3
※1・・・平成21年 4月名称変更　　※2・・・平成21年 4月開設

【第 2 回】

TOTTORI UNIVERSITY OF ENVIRONMENTAL STUDIES

鳥取環境大学 学生募集【AO 入試】
■応募要領・問い合わせ先　
鳥取環境大学入試広報課 （0857）38-6720
※詳しくは募集要項およびホームページ
（http://www.kankyo-u.ac.jp/）をご覧ください。

 【平成 20 年度後期】科目等履修生・聴講生募集

　一般の人を対象に科目等履修生（単位取得あり）と聴講生（単位取得なし）を募集しています。

▽受講科目　砂漠化の防止、建築の保存と修復、ソフトウェア設計など 70 科目

▽受講期間　9 月 26 日（金）〜平成 21 年 2 月 4 日（水）　　　 ▽募集期間　9 月 1 日（月）〜 9 日（火）

▽出願資格　高等学校を卒業（卒業同等）した人で通学可能な人

問い合わせ先　鳥取環境大学学務課 （0857）38-6710・
　　　　　　　 電子メール gakumu@kankyo-u.ac.jp

鳥取短期大学 平成 21 年度 特別講師募集
　鳥取短期大学では、社会で活躍する一般市民を講師と
して招き、授業を行っていただく「特別講師制度」を設け
ています。授業を通して社会での貴重な経験や、人生に
おける豊かな経験を若い世代に伝えてみませんか！
応募資格　山陰出身または応募時に山陰地方に在住して

いるか山陰地方を中心に社会的活動を行っている人
応募締切　9 月 30 日（火）必着
講 師 料　1コマ（90 分）あたり 1 万円（交通費別途支給）
※詳細は下記まで問い合わせください。
問い合わせ先　鳥取短期大学教務課 （0858）26-1811・

ホームページ http://www.cygnus.ac.jp/

「新現役」として活躍しませんか！
　企業などを退職・退職予定のみなさん、これまでの経験
を活かして地域や中小企業のために活動しませんか？
　中小企業庁では、このような意欲を持つ「新現役」の
人と、人材を求める地域や中小企業などとのマッチングを
コーディネートする「新現役チャレンジ支援事業」を始め
ました。まずは新現役チャレンジ支援鳥取事務局に登録く
ださい。以下のホームページからも仮登録できます。
独立行政法人中小企業基盤整備機構のホームページ

http://www.smrj.go.jp/
問い合わせ先　新現役チャレンジ支援鳥取事務局（鳥

取商工会議所内）  （0857）26-6877
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市民のみなさんの自主的
な活動をご紹介します。

※10月号に掲載を希望される人は、必要事項を記入し、9月19日
（金）までに、ハガキかファクシミリ（0857-21-1594）または電子
メール（kouhou@city.tottori.tottori.jp)で秘書課広報室まで。

護身術教室 会員募集
容：弱者が自分自身を守ることを可能にする護身術の
習得／対：中学生以上の男女／時：毎週金曜日19:00
〜20:30／所：市民体育館／料：月3000円／連：HL
ディフェンス 中尾 （090）2299-9205

COSMO presents LOVE&REACEⅡ
容：鳥取で活躍するアーティスト達によるアコース
ティックライブ、鳥大ダンス部パフォーマンス、その他
盛りだくさんなイベント ※豪雨の場合は中止／時：9
月28日（日）11:00〜17:00／所：ブックセンターコス
モ岩吉店駐車場／料：無料／連：ブックセンターコスモ
岩吉店（岩吉206） （0857）28-4560

アーチェリー体験教室
容：手軽な生涯スポーツ、アーチェリーの体験講習会。障
害のある人もお気軽にどうぞ。／時：10月4日〜25日毎
週土曜日13:00〜15:00／所：つづらお城跡公園アー
チェリー場／対：中学生以上／料：2千円（保険料込み）／
連：鳥取市アーチェリー協会 西本 （0857）53-4566

絵本の大切さを学ぶ講座
講師：山本淳子さん／時：10月5日（日）11:00〜11:30

（0〜2歳親子20組）、13:30〜14:00（3〜5歳親子
20組）、14:30〜16:00（大人50人）／所：さざんか会
館4階健診室／料：無料／連：ねぇよんでの会 奥村 
（0857）26-5728

荒
あ ら た

田祐
ゆ う こ

子 メゾソプラノリサイタル
ピアノ：黒

く ろ せ

瀬紀
き く こ

久子／時：10月4日（土）18:00〜／所：
文化ホール／料：一般1000円、10歳〜高校生・障害
者100円／連：イマジカの会鳥取事務局 中村 
（090）8718-1243

2008 秋冬版 いなば の〜んびり歩こうや！
　用瀬の町並みを楽しみながら歩きませんか？東部一円
の観光ガイドの団体がいなばの魅力をご案内します。

《昔を偲
しの

ぶ上
かみ

方
がた

の路
みち

》　

▽と き　9 月14 日（日）10:00 〜 12:00　雨天決行

▽集合場所　流しびなの館 駐車場

▽参 加 料　200 円　※小学生以下無料。流しびなの館入館料
（大人 200 円、70 歳以上・高校生以下無料）が別途必要です。
雨具は持参し、動きやすい服装でご参加ください。

▽定 員　30 人　　　申し込み　9 月11日（木）まで
＜予告＞ 10 月 19 日　河原町上方往来 甍

いらか

の家並み
　　　　 11 月 8 日　　ガイドと歩く 秋の国府路
問い合わせ先　鳥取市観光協会 (0857)26-0756

河原城「月見会」

▽と　き　9 月 21日（日）15:00 〜 20:30（予定）※開催日変更

▽ところ　河原城イベント広場 特設ステージ　
　　　　　※雨天の場合は中央公民館 大講堂

▽内　容　ステージイベント（昼の部：地域ヒーローショーなどファミリ
ーステージ、夜の部：お月見コンサートなど）/ 郷土芸能 / 参加型イ
ベント（梅干しの種飛ばし大会など）/ もちつき / 団子汁（17:30 〜
先着 200 人無料）他バザー各種 / フリーマーケット / その他

▽駐車場　河原町総合支所駐車場、河川敷駐車場
　　※河原町総合支所からシャトルバスで送迎（17:00 〜）

問い合わせ先　河原城風土資産研究会 （0858）85-0046

鳥取地区 矯正展
　社会を明るくする運動の一環として、矯正施設におけ
る被収容者処遇の実状の紹介や刑務所作業製品の展示即
売を開催します。多数のご来場をお待ちしています。

▽と き　10 月 5 日（日）9:00 〜 16:00

▽ところ　鳥取刑務所構内（下味野 719）

▽内 容　矯正広報コーナー／刑務所作業製品展示即売会コーナ
ー／裁判員制度広報コーナー／イベントコーナー／施設参観
コーナー／飲食コーナー／子どもコーナー／バザーコーナー

問い合わせ先　鳥取刑務所 (0857)53-4196

第 3 回 とっとり きのこ祭り

▽と　き　10 月 4 日（土）9:30 〜 14:30

▽ところ　財団法人日本きのこセンター菌
きんじん

蕈研究所（古
郡家 211）※近くに駐車場を確保し、無料シャトル
バスで送迎します。路上駐車をしないでください。

▽内　容　 ▽学ぶゾーン（研究所本館）：パネル展示、
顕微鏡観察、きのこの鑑定コーナー、お絵描きコン
テストなど ▽食べるゾーン（屋外テント、栽培棟）：
試食コーナー、販売コーナー、バザー、餅つき、シ
イタケのもぎ取り、植菌体験など 
※イベント、試食品、販売数の数
には限りがあります。内容によっ
ては整理券を当日配布します。品
切れ、参加者定員がありますので
ご了承ください。

問い合わせ先　財団法人日本きのこセンター菌蕈研究所
　　　　　　  （0857）51-8111

　鳥取の新鮮な農林水産物や、
手づくりの無添加加工品などを
詰め合わせた「とっとり・ふる
さと宅配便」の申し込みを受け
付けています。新鮮な野菜や果
物、日本海の香りのする海産物、
無添加の加工食品などを、四季折々、年４回お届けします。
ただいま 10 月便を受付中です。
料　金　１便当たり 4500 円（４個以上の申し込みは 4 個

ごとに 1000 円割引）

ふるさとの味をあの人へ

お届け時期（申込締切日） お 届 け す る 品 物

10 月便
10 月 10 日 発送予定

（申込締切　9 月 26 日）

・西条柿・万葉美人米（新米コシヒカリ）
・砂丘かんしょ・干しエテカレイ
・手づくり味噌・いちじくジャム
・ヨーグルト・ポン菓子

※お届けする品物は天候などにより、変更になる場合があります。

とっとり・ふるさと宅配便

申し込み先　トットリ・アフトピア協会
（市役所第 2 庁舎農業振興課内） （0857）20-3237

In
fo

rm
a

tio
n

8 月号でお知らせした「親善大使」の募集は、期間を 9 月 10 日（水）ま
で延長します。なお、電話番号が間違っておりましたことをおわびします。
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　「市民総合相談窓口」では、市民のみなさんが、本庁舎、駅南
庁舎、各総合支所のどこにおいでになられても迅速に相談をお
受けできるよう、施設間にテレビ電話などを配置し、担当職員
と直接お話しができるようにしています。そのほか、市役所各
課から取り寄せた資料などをその場でお渡しするなど、サービ
スの充実に努めています。
市民総合相談　　　  予約は （0857）20−3158 まで
■法律相談【電話予約制】
内　容： 法律全般（弁護士応対）
と　き： 10/15（水）、31（金）13：00 〜 16：00（定員各 5 人ずつ）
ところ： 10/15 ＝市役所本庁舎、10/31 ＝市役所駅南庁舎
予　約： 10/8（水）8:30 〜
■公正証書作成、定款・私署証書の認証など相談【電話予約制】
内　容： 遺言や任意後見、不動産賃貸借、金銭貸借、離婚にとも

なう養育費・慰謝料の支払等契約などの公正証書作成お
よび私署証書の認証などに関すること（公証人応対）

と　き： 10/22（水）13:00 〜 16:00（定員 5 人程度）
ところ： 市役所本庁舎
予　約： 10/20（月）17:30 まで
■年金制度・労働・社会保険に関する相談【電話予約制】
内　容： 採用から退職までの労働および社会保険、老後の年

金を含む生活設計などに関すること（社会保険労務
士応対）

と　き： 10/8（水）13:00 〜 16:00（定員 5 人）
ところ： 市役所本庁舎
予　約： 10/1（水）17:30 まで
■土地境界に関する相談【電話予約制】
内　容： 土地境界などに関すること（土地家屋調査士応対）
と　き： 10/16（木）13:00 〜 16:00（定員 5 人）
ところ： 市役所本庁舎
予　約： 10/9（木）17:30 まで
■土地・建物の価格や賃料などに関する相談【電話予約制】
内　容： 土地・建物の価格や賃料などに関すること（不動産鑑

定士対応）
と　き： 10/10（金）13:00 〜 16:00（定員 5 人）
ところ： 市役所本庁舎
予　約： 10/3（金）17:30 まで
■くらし110番相談【予約不要】
内　容： 日常生活の中での疑問、困り事など（専門相談員応対）
ところ： 市役所本庁舎
と　き： 平 日 8:30 〜 17:30（ 面 談・ 電 話 相 談 ） （0857）20-

4894
平日 17:30 〜 22:00（電話相談） （090）8715-9280
土 日 祝 日 8:30 〜 22:00（ 電 話 相 談 ） （090）8715-
9280

ところ： 市役所駅南庁舎
と　き： 毎週月・金曜日13:00 〜 17:00（面談相談）
問い合わせ先 市役所市民総合相談課 （0857）20−3158

女性なんでも相談
内　容： 一般（健康・育児など）、法律（弁護士応対）
と　き： 一般＝10/9（木）・11（土）13:00 〜 15:00

法律＝10/6（月）13:00 〜 16:00、10/22（水）9:00 〜 12:00
ところ： 10/6・11・22＝男女共同参画センター（西町二丁目）

10/9 ＝市役所駅南庁舎
予　約： 9/19（金）8:30 〜　※電話などにて先着順
問い合わせ先 男女共同参画センター （0857）24−2704

行政相談
内　容： 行政機関の仕事や手続きやサービスなど
と　き： 10/2（木）・8（水）・27（月）13:30 〜 16:00、

10/21（火）13:00 〜15:00、10/23（木）13:00 〜16:00
ところ： 10/2 ＝市役所本庁舎 1 階市民談話室、10/8 ＝輝

き

なん
せ鳥取、10/21 ＝さざんか会館、10/23 ＝とりぎん文
化会館（県民文化会館）合同行政相談所、10/27 ＝トス
ク本店インフォメーションルーム

問い合わせ先　鳥取行政評価事務所 （0857）24−5542
緑の相談
内　容： 植物に関する疑問、管理・育成など
と　き： 10/9・23（木）13:30 〜 16:00
ところ： 市役所駅南庁舎 1 階入口ホール（新日本海新聞社側）
問い合わせ先 県造園建設業協会東部支部 （0857）24−5221
特設人権相談
内　容： 人権問題全般（人権擁護委員応対）
と　き： 10/20（月）13:00 〜 16:00
ところ： さざんか会館（富安二丁目）
問い合わせ先 鳥取地方法務局人権擁護課 （0857）22−2289
※法務局においても平日（8：30〜 17：15）は毎日相談に応じています。

※ 9月分は市報8月号に掲載10月無料相談

※上記相談以外にも、市役所各担当課で、人権、福祉、税、健康
などの各種相談業務を随時行っていますので、お気軽に相談く
ださい。

と　き：9 月 15 日（月・祝）10:00 〜 16:00
ところ：県立図書館 2 階 大研修室（尚徳町）
内　容：ご本人の不安はもちろん、養護するみなさんの不安

や相談に司法書士が無料でお答えします。
問い合わせ先  成年後見センター・リーガルサポート鳥取支部 （0857）24-7013

成年後見相談会

と　き：9 月 18 日（木）10:00 〜 15:00
ところ：とりぎん文化会館（県民文化会館） 第 5・6 会議室
内　容：お金や土地・建物のトラブル、夫婦間の問題や遺産

の分割などの家庭内のもめごとについて、調停委員が調停
手続きの利用に関する相談に無料で応じます。

問い合わせ先  鳥取地方・家庭裁判所総務課 （0857）22-2171

調停相談会

　10 月 1 日「法の日」の無料相談会です。
と　き：10 月 1 日（水）・4 日（土）10:00 〜 15:00
ところ：県立図書館 2 階 大研修室（尚徳町）
内　容：不動産の相続・売買などの登記／会社設立・役員変

更などの商業登記／多重債務／成年後見／その他訴訟関係
問い合わせ先  鳥取県司法書士会（西町一丁目） （0857）24-7013

全国一斉司法書士法律相談

と　き：10 月 3 日（金）10:00 〜 15:00
ところ：市役所駅南庁舎北口
内　容：相続・遺言／相隣関係／契約書／農地転用／自動車

損害賠償責任保険／在留・帰化関係／会社設立
◇電話相談　（0857）26-1532
と　き：10 月 1 日（水）10:00 〜 15:00
問い合わせ先 鳥取県行政書士会事務局（富安二丁目） （0857）24-2744

行政書士無料相談会

　弁護士などの専門家による無料相談会です。
と　き：9 月 25 日（木）13:00 〜 16:00
ところ：県庁議会棟 3 階 第 13 会議室（東町一丁目）
※事前に下記問い合わせ先へ申し込みください。
問い合わせ先  鳥取県生活環境部消費生活センター東部消
費生活相談室（県庁第 2 庁舎 2 階） （0857）26-7605

多重債務・ヤミ金融等相談会
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Event  Information

問い合わせ先　因幡万葉歴史館（国府町町屋 726）
（0857）26-1780・ （0857）26-1781

　岡
おかもと

本三
み ち よ

千代さんの万葉うたがたり講座です。楽しいお話
しと独特のメロディーを通して万葉集を楽しみませんか。△

と　き　9 月 28 日（日）13:30 〜 15:00△

ところ　因幡万葉歴史館　天平ろまんホール△

講　師　岡本三千代さん（万葉うたがたり会主宰）△

参加料　500 円　※申し込みは下記問い合わせ先まで

9 月の休館日

1・8・22・29 日（月）

パッチワーク作品展

■やさしいパッチワーク ー岡
おかもと

本孝
た か こ

子パッチワーク教室
　　ベッドカバー、タペストリー、玄関マット、ポーチな

ど実用的で身のまわりに置いて楽しい気分になるような、
やさしい色合いのパッチワークの作品展です。　 △

と　き　9 月 9 日（火）〜 23 日（火・祝）　 △

ところ　因幡万葉歴史館 エントランスホール・オクタゴン　 △

入館料　パッチワーク作品展のみの入館は無料　
■パッチワーク・ミニレッスン 〜やさしいミニバッグ〜　 △

と　き　9 月 13 日（土）13:30 〜 3:30　 △

ところ　因幡万葉歴史館　天平ろまんホール　 △

参加料　1000 円（材料費含む）　

　

　 △

定　員　20 人　 △

講　師　岡本孝子さん

　

　 △

申込締切　9 月 12 日（金）

「万葉集を楽しむ〜万葉の月」

問い合わせ先　さじアストロパーク（佐治町高山 1071 ー 1）
　　　　　　　　　 （0858）89 ー 1011

さじアストロパーク

巡回パネル展「太陽のふしぎ」
　太陽系の中心の太陽について紹介します。△

と き　9 月 5 日（金）〜 10 月 26 日（日）△

参加費　一般 500 円、70 歳以上 200 円、小中学生・高
校生 100 円（入館料含む）※プラネタリウムや夜間観
望会への参加には別途料金が必要です。

9 月の休館日

1・8 日（月）、16日（火）、22日（月）、
24 日（水）、29日（月）

　「めざせ宇宙博士」

△

と き　9 月 7 日（日）13:00 〜 20:30△

参加費　大人 200 円、小人 100 円　※工作教室は別途
材料代が必要です。△

定 員　各コーナーごとに定員あり　※予約が必要です。△

各コーナーの内容　
　☆工作教室　13:00 〜 14:30
　　・ペーパークラフト　定員 20 組
　　・月面ローバー　定員 10 組／材料費 1 セット 500 円
　　・モデルロケット　定員 10 組／材料費 1 セット 500 円
　　※天候によりモデルロケットの打ち上げができないこ
　　ともあります。工作された月面ローバーやモデルロケ
　　ットはお持ち帰りいただけます。
　☆プラネタリウム　14:30 〜 15:20　定員 30 人
　☆公開講座　15:45 〜 17:15　定員 60 人
　　「これからの宇宙開発」　講師：阪

さかもと

本成
せいいち

一さん
　☆観察教室　18:00 〜 19:30　定員 30 人
　　国際宇宙ステーションや人工衛星の見え方講座と観察
　　※国際宇宙ステーションの軌道により観察できない場
　　合は、人工衛星の観察を行います。
　☆観察教室　19:30 〜 20:30　定員 30 人
　　月の観察会
※天候不良時は今後の宇宙ステーションや人工衛星を見る
ポイント紹介など別メニューを行います。

飛び出せ宇宙へ⑥
（教室・講座）

2008 因幡の国 月まつり
　中秋の名月に合わせて、ゆったりと月を眺めませんか？

「月の観察会」をはじめ、「お餅つき」や「屋台コーナー」、「ク
イズ大会」などを予定しています。△

と き　9 月 14 日（日）16:00 〜 21:00△

参加費　大人 600 円、3 歳〜高校生 300 円
※天候不良でもイベントは実施します。

問い合わせ先　わらべ館（西町三丁目 202） （0857）22ー7070

9 月の休館日

17 日（水）

ギャラリー童夢企画展 おりがみ 折紙 Origami 展
　折紙のいろいろなかたちー昆虫・動物・花・くすだま…△

と　き　9 月 16 日（火）〜 12 月 16 日（火）9:00 〜 17:00△

ところ　わらべ館 3 階 ギャラリー童夢　※要入館料

　オリジナルの木工キットでおもちゃを作ろう！△
と　き　9 月 7・14・21・28 日（日）9:00 〜 17:00

　　　　　（最終受付 16:00）　※要キット代・入館料△

ところ　わらべ館 2 階 おもちゃ工房　

　季節の歌を懐かしい教室で歌いましょう♪△

と　き　9 月 6・13・20・27 日（土）① 11:00 〜 ② 14:00 〜△

ところ　わらべ館 1 階 木造教室　※要入館料

唱歌教室

おもちゃづくり体験

ロケットくれよんコンサート
　ゆかいなお兄さんと一緒に歌って踊ろう！△

と　き　9 月 14 日（日）・15 日（月・祝）14:00 〜△

ところ　わらべ館 いべんとほーる　※要入館料

なつかしのわんぱく倶楽部
　懐かしいゴム動力模型飛行機を作ってみませんか？△

と　き　9 月 23 日（火・祝）13:30 〜△

ところ　わらべ館 いべんとほーる△

対　象　50 歳以上の人　※要キット代

あおや郷土館だより

問い合わせ先　あおや郷土館（青谷町青谷 2990-4）
　 （0857）85 ー 2351

　発掘調査とは何か、現場ではどのようなことが行われて
いるのか、調査後はどうなるのかを紹介し、実際に出土し
た貴重な遺物などを展示します。　※入場無料△

と　き　7 月 30 日（水）〜 9 月15 日（月・祝）9:00 〜 17:00

企画展「　　　　　　　　　発掘ってなんだろう」

9月の休館日
1・8 日（月）、16 日（火）、

22・29 日（月）
かあなもんが出たわいや！？

でもその前に・・・

　国内外で活躍される洋画家、谷田穎郎さんの青谷を描い
た作品などを展示紹介します。※入場無料△

と　き　9 月 27 日（土）〜 10 月17 日（金）9:00 〜 17:00

あおや郷土館開館15 周年記念「谷
た に だ

田穎
ひ で お

郎展」
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鳥取城跡 太
た い こ ご も ん あ と

鼓御門跡発掘調査の現地説明会
　本市では、史跡鳥取城跡附太閤ヶ平の保存整備を推進して
おり、平成 30 年度の完成を目指して、正面玄関にあたる大
手登城路の復元整備に取り組んでいます。
　今年度は、太鼓御門跡について、7 月下旬より発掘調査を
行っており、その成果を紹介する現地説明会を開催します。
と き　9 月 20 日（土）13:30 〜 15:00
ところ　史跡鳥取城跡太鼓御門跡（東町・鳥取西高校入口そば）
※会場は発掘調査現場です。汚れてもよい服装でおいでください。
※天候などの条件により、日時などが変更となる場合があります。
その場合は前日までに鳥取市ホームページでお知らせします。当
日の電話などでの問い合わせは10:00〜12:00にお願いします。
※会場までは公共交通機関をご利用ください。
問い合わせ先　市役所本庁舎文化財課 （0857）20-3367

　

※日程が変更になる場合があります。
　必ず会場にご確認ください。　

[　] は開演時間
（有）は有料　

C onvention
コンベンション施設の催し案内

9月
イベント／展示／会議

■【市民会館】掛出町・ （0857）24−9411
28 日（日）平成 20 年度文化庁「舞台芸術の魅力発見事業」

鼓童ワン・アースツアー 2008 鳥取公演［17:00］（有）
■【文化ホール】吉方温泉三丁目・ （0857）27−5181
27 日（土）門

かどわき

脇康
こういち

一ギターリサイタル vol.18［19:00］（有）
■【視聴覚ライブラリー】吉方温泉三丁目・ （0857）20−3362
18 日（木）ふるさとの映像を見る会「ニイハオ！河北省」ほか

［10:00・14:00］
■【パレットとっとり市民交流ホール】弥生町・ （0857）39−2555
3日（水）〜7日（日）第3回わくわく絵てがみ展〜明治公民館のなかまたち［10:00］
13 日（土）わらい地蔵まつり アニメ上映会＆ゲームコーナー［10:00］
20 日（土）因幡の郷土芸能祭［19:30］
21 日（日）因幡ロックサミット［17:30］（有）
27 日（土）岡山大・大阪大・鳥取大合同落語寄席〜百笑一喜〜［13:00］

■ 梅鯉庵他
　

△

秋季大茶会 6 日（土）・7 日（日）［9:00］（会員制）
■ 中電ふれあいホール
　

△

光影クラブ写真展 12 日（金）〜 17 日（水）［10:00］
　

△

第 34 回サークル展ー和紙ちぎり絵
　　19 日（金）〜 24 日（水）［10:00］
■ 文化ホール
　

△

第 3 回因幡民謡芸能連盟発表会 14 日（日）［13:00］（有）
　

△

第 11回鳥取映画祭〜ロケ地映画「絶唱」フェスティバル
　　（多目的ホール）20 日（土）［13:30］（有）
　

△

鮎の会おさらい会 21 日（日）［10:30］
■ とりぎん文化会館（県民文化会館）
　

△

カフカフドコシコのリズム探偵団
　　16 日（火）［18:30］（会員制）
　

△

大煎茶会 28 日（日）［10:00］（有）
■ 鳥の劇場
　

△

ひまわりの会朗読発表会 20 日（土）・21日（日）［14:00］（有）
■ 文化活動ひろば
　

△
第 27 回合同作品展 20 日（土）〜 26 日（金）［10:00］

　彩楽会・市民アトリエ群青・鳥取山草同好会・鳥取盆栽会・日本画あじさいの会
■ 福祉文化会館
　

△

鳥取市むつみカレッジ第 7 回文化祭
　　27 日（土）・28 日（日）［9:00］
　

△

文団囲碁大会 28 日（日）［9:00］

市 民 文 化 祭

問い合わせ先　鳥取市文化団体協議会 （0857）20-0515

〜仁風閣からの
お知らせ〜

問い合わせ先　仁風閣・宝扇庵（東町二丁目 121）
　　　　　　　 ・ （0857）26-3595 

　　仁風閣をきれいにし隊
　仁風閣前庭と宝扇庵庭園の除草・清掃にご協力いただけ
る人を募集しています。△

とき 9 月 27 日（土）9:30 〜 11:00 
△

募集人数 50 人

9月の休館日
1・8日（月）、16日（火）、
24日（水）、29日（月）

みんなの手で守ろう
市民の宝！

国際交流プラザからのお知らせ

と　き　9 月 20 日から毎週土曜日（全10 回）
　　　　10:00 〜 12:00
ところ　鳥取市国際交流プラザ（湖山町西一丁目）
講　師　詹

ザン

　桂
グイフェン

芬さん
定　員　30 人　　受講料　無料（教材費は自己負担）

中国語入門講座 受講生募集

問い合わせ先　鳥取市国際交流プラザ （0857）31ー 3253

やまびこ館への招待

問い合わせ先　やまびこ館（上町88） （0857）23ー2140

　　　　　　　　　揺
シミュレーションライド

動装置「銀河系爆裂カー」

△

と　き　〜 9 月 23 日（火・祝）※未体験の方はお急ぎを！△

入館料　一般 500 円、小中高校生と 70 歳以上無料

特別展「鳥取士族の西南戦争 ーラスト・サムライの決断ー」
9 月 15 日（月・祝）まで開催中。
◆ギャラリートーク　9 月 6 日（土）14:00 〜 15:00
◆講座「鳥取士族の西南戦争 3ー戦後の動向ー」※要予約
　

　 　 　 　 　 　 　 　

　9 月 13 日（土）14:00 〜 15:00
やまびこ館からの

プレゼント 第 2 弾

9月の休館日
1・8日（月）、16日（火）、
24日（水）、29日（月）

問い合わせ先　男女共同参画センター（福祉文化会館内）
　　　　　　　 （0857）24-2704

第16回 女
ひと

と男
ひと

とのハーモニーフェスタ
と　き　10 月 4 日（土）10:00 〜 15:45
ところ　とりぎん文化会館（県民文化会館）
内　容　◆入口フリースペース：展示（男女共同参画・環境な

ど）・即売・喫茶・体験コーナー・パフォーマンスコーナー
  ◆小ホール：12:50 オープニング（鳥取市ダンス協会）/13:20

「鳥取市男女共同参画シンボルマーク」表彰式 /14:00 講演「自
分らしく生きる 1 秒の重さ」講師 石

いしかわ

川牧
ま き こ

子さ
ん（日テレイベンツ取締役・元日本テレビア
ナウンサー）◆第1会議室：11:00 〜 12:00

「環境ワークショップ」ごみダイエットのアイ
ディア・オリジナルマイバッグコンテスト表
彰／ごみ処理施設見学レポート 石川牧子さん

　　　　　　　夏休み児童社会科自由研究作品展

△

と　き　9 月 27 日（土）〜 10 月 3 日（金）※無料

鳥取市小学校教育研
究会社会科部主催
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図書館だより
■中央図書館 （0857）27-5182  開館時間 9:00 ～ 19:00
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （土・日曜は 17:00 まで）
■気高図書館 （0857）37-6036  開館時間 10:00 ～ 18:00
■用瀬図書館 （0858）87-2702  開館時間 10:00 ～ 18:00
　　　　　　 ※休館日は、毎週火曜日、毎月最終の木曜日、
　　　　　　　 祝日の翌日（中央図書館は除く）

　鳥取の誇る自然や風土、人物や歴史、神話や伝説など、鳥
取に関わる伝承や物産などをテーマにした絵本を募集します。△

募集期限　9 月 24 日（木）
※くわしくは図書館ホームページをご覧ください。
　ホームページアドレス：http://lib.city.tottori.tottori.jp/
問い合わせ先　中央図書館  上記・ （0857）27−5192

鳥取大学・とっとり駅南教室 ☆講話とおしゃべり

とき 講師・演題

第 25 回
10 月 4 日（土）

作
さ く の

野えみさん（鳥取大学農学部助教）
「マイコトキシンって知ってますか？ーカビの危険性ー」

時  間  13：30 ～15：00　　ところ　中央図書館　
参加費  無料 ※定員各 40 人程度。事前予約は必要ありません。

第 1 回とっとり手づくり絵本コンクール作品募集中

　「おはなしの部屋」の壁に投影される星座を見ながら、星
の話を聞きます。どうぞご家族で参加いただき、星空を眺め
る楽しさを体験してください。△

と　き　毎月第 4 土曜日 14:30 ～ 15:30△

ところ　中央図書館　おはなしの部屋△

講　師　さじアストロバーク学芸員△

入場料　無料　　※どなたでも参加できます。

大人気！！ 出前講座「星のおはなし会」

▽と き　10 月 5 日（日）10:00 ～ 16:00

▽ところ　鳥取環境大学（若葉台）
▽内 容　学科体験授業、環境測定体験、進学・保護者

相談コーナー、TUES エコクイズ大会、学長ミニ
講義、キャンパス見学ツアー、在学生と語ろうコー
ナー、学食体験　など

※申込不要、参加料無料、入退場自由です。
※無料シャトルバスを JR 鳥取駅南口から 30 分間隔で
運行します。（9:30 発〜 15:30 発まで）
問い合わせ先 鳥取環境大学入試広報課 （0857）38-6720

＊保護者のみなさんもぜひご参加ください＊

鳥取環境大学を体験するなら
オープンキャンパスへ！

とっとり県民カレッジ連携講座

問い合わせ先　鳥取環境大学企画交流課 （0857）38-6704・
（0857）38-6709・電子メール kouryu@kankyo-u.ac.jp

鳥取環境大学 公開講座
　「地球温暖化について考える」シリーズ

▽テ ー マ　「工業分野の地球温暖化対策、最先端」
　　　　　　講師：木

き ま た

俣信
のぶゆき

行（環境デザイン学科 教授）

▽と き　9 月 6 日（土）10:30 ～ 12:00

▽と こ ろ　県立図書館 2 階大研修室（尚徳町）

▽申込方法　講座の前日までに、電話・FAX・電子メー
ルのいずれかで問い合わせ先に申し込み

▽参 加 料　無料

放送大学セミナー

地震災害と地震活動 シリーズ
　日本列島は地震多発地域であり、地震災害の危険性
に常にさらされています。日本列島の地下の地震発生
構造について学習してみませんか。
とき ( 金曜日開講） テーマ

9 月 12 日
（第 2 回）

14:00 ～
15:30

地震被害（震度）と地震発生（震
源、マグニチュード）

9 月 26 日
（第 3 回）

14:00 ～
15:30

巨大地震と内陸地震（発生メカ
ニズムと被害の特徴）

▽講 師　西
に し だ

田良
りょうへい

平（放送大学鳥取学習センター所長、
鳥取大学名誉教授）

▽ところ　放送大学鳥取学習センター（市役所駅南庁舎 5 階）

▽受講料　無料
※申込不要、どなたでも参加できます。
※全 5 回シリーズですが、途中の回から参加できます。

問い合わせ先　放送大学鳥取学習センター （0857）37-2351

と　き　コンサート：9 月 28 日（日）17:00 ～ 18:40
　　ワークショップ：9 月 29 日（月）18:30 ～ 20:30
ところ　市民会館 大ホール
内　容　コンサート： ▽出演＝鼓童 ▽曲目＝三宅、大太
　　鼓、モノクロームほか
　　ワークショップ： ▽講師＝鼓童メンバー ▽募集人数
　　＝ 30 人（要予約） ▽参加費＝無料 ▽対象＝小・中
　　学生、高校生
料　金　4000 円（全席指定）、当日券 4500 円
※未就学児童の入場はご遠慮ください。託児サービスを利用
ください。（無料、要予約、申込締切：9 月19 日）
プレイガイド　市民会館、文化センター、福祉文化会館、

日本海テレビ、とりぎん文化会館（県民文化会館）、エ
ル・パパ（ジャスコ鳥取北店）

鼓童ワン・アースツアー 2008 鳥取公演

問い合わせ先　市民会館 （0857）24-9411

　日本三大仇討ちの一つで有名な剣豪・荒
あ ら き

木又
ま た え も ん

右衛門を偲
しの

び、
又右衛門の生きた時代に思いを馳

は

せます。
と　き　9 月 27 日（土）13:30 ～ 15:30
ところ　玄忠寺（新品治町 176）
内　容　墓前祭・詩吟・扇舞・居合
　　　　講演「剣豪 荒木又右衛門とは」

問い合わせ先　鳥取市観光協会 （0857）26-0756

荒木又右衛門 370 年祭

【協賛企画】荒木又右衛門ゆかりの地めぐり
と　き　9 月 27 日（土）集合 8:45 ～ 12:00 解散
　　　　※雨天決行
集　合　市役所本庁舎玄関前　定　員　25 人（先着順）
費　用　500 円（玄忠寺入館料含む）
講　師　鳥取市観光ガイド友の会
コース　9:00 市役所→ 9:10 玄忠寺→ 9:55 荒木神社

→ 10:15 興禅寺→ 10:50 光明寺→ 11:15 池田家墓
所→ 12:00 市役所　※マイクロバス移動となりますので、
必ず下記問い合わせ先まで申し込みください。

問い合わせ先　玄忠寺  （0857）22-5294

とっとりの宝

平成20年度文化庁「舞台の魅力発見事業」
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PUBLIC INFORMATION

鳥取市の人口

　男　：  95,784人 ［-22］

　女　：103,172人 ［-71］

合　計：198,956人  ［-93］

世帯数： 76,015      ［-3］

　　平成20年8月1日現在［　］内は前月比

鳥取市役所　
（0857）22ー8111㈹
（0857）20ー3040

〒680ー8571
　（郵便物は郵便番号と課名のみで届きます）

本 庁 舎　尚徳町116番地　
第2庁舎　上魚町39番地
駅南庁舎　富安二丁目138番地4

鳥取市ホームページアドレス　
http://www.city.tottori.tottori.jp/
音声読み上げなどの支援機能があります

ホームページ抜粋版
（携帯電話対応アドレス）
http://www.city.tottori.tottori.jp/mobile/

電子メール　
kouhou@city.tottori.tottori.jp

各総合支所　
国府 （0857）39ー0555
福部 （0857）75ー2811
河原 （0858）76ー3111
用瀬 （0858）87ー2111
佐治 （0858）88ー0211
気高 （0857）82ー0011
鹿野 （0857）84ー2011
青谷 （0857）85ー0011

編集・発行
鳥取市企画推進部秘書課広報室
（0857）20ー3159

印刷／日ノ丸印刷株式会社

Vol.29

市長からの手紙

※住民登録人口と外国人登録人口を合計した
ものです。

災害に強いまちづくりを進めています！

お持ち帰り用の市報を、地区公民館などに
設置しております。どうぞご利用ください。

最近、日本国内で大きな地震が頻繁に発生し、大きな被害
をもたらしています。昨年は、「能登半島地震」や「新潟県
中越沖地震」が起こり、今年は 6月、7月と続けて、震度 6
強の「岩手・宮城内陸地震」と「岩手県沿岸北部地震」が発
生しました。
私は、「第 8次鳥取市総合計画」に基づき本市の防災対策

を強化するため、「鳥取市地域防災計画」を平成 18年度に全
面改訂しました。また、学校施設や水道管の耐震化の推進、
災害時に避難が困難な方々に対する支援制度の実施、自主防
災会組織の育成強化など、災害に強いまちづくりを着実に進
めています。
さらに、今年 3月に策定した、「鳥取市耐震改修促進計画」

に従って、平成 27年度までに市内の建物の耐震化率 90％を
目標としています。特に、多くの市民が利用する市役所本庁
舎などの各庁舎や小中学校、体育館、市民会館など、市の施
設については、100％を目指して耐震改修に取り組みます。
　また、広く市民へ防災に関する情報を伝達する無線システ
ムが整備されていない鳥取地域と国府地域の無線施設の工事
を 19年度から進めており、このたび、鳥取地域の海岸部な
どの第 1期整備を終え、7月 31日から運用を開始しました。
この防災無線整備は、平成 22年度に完了し、本市全域に情
報伝達が可能となります。さらに、ケーブルテレビの画面を
使った災害時の緊急情報の放送についても、市内の事業者 2
社と協定を結び、7月 31日から始めています。
　犠牲者 1,210 人、家屋の全半壊 1万 4,000 戸という大き
な被害をもたらした「鳥取大震災（昭和 18〔1943〕年 9月
10 日）」から今年は 65年目を迎えます。二度とこのような
大きな被害を出さないためにも、建物の耐震化を計画的に進
めるとともに、地域の防災活動や隣近所の助け合いの輪を強
化し、「日本一災害に強い鳥取市づくり」に積極的に取り組
もうではありませんか。

　　　　　　　　　　　　　　鳥取市長

第 30 回鳥取市総合防災訓練
（H19.9.10、鹿野小学校グラウンドにて）
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 読者プレゼント

応募方法　ハガキまたは電子メー
ルに住所・氏名・電話番号・年齢を
明記のうえ、「とっとり市報」を読
んだ感想やご意見を添えて右記ま
でお送りください。
締め切り　9 月 25 日（木）
　　　　　（当日消印有効）

応募先 〒 680-8571 鳥取市役所秘書課広報室
電子メール shihou@city.tottori.tottori.jp

「とっとり市報読者プレゼント」係
※本市ホームページからもご応募いただけます
（トップページの「市報・公告」から入ります）。
※当選者の発表は発送をもってかえさせていた
だきます。

〒 680-8571 市役所本庁舎秘書課広報室
　　　　　　 (0857) 20-3159
　　　　　　 (0857) 21-1594
電子メール　kouhou@city.tottori.tottori.jp

◆「鳥取の美景」には、さまざまなご感想をいた
だき本当にありがとうございます。登山コース
も教えていただいたんですが、ひ弱な私にはハ
ードなコースはムリです。同じコースを実際に歩
いて、道が荒れているという大事な情報をいた
だいたことも。お寄せいただいたご感想の中で

「『美景』が自家用車でなく公共交通を使う意
味は？」という質問がありました。企画を思いつ
いた時に考えたのは「車のところまで同じ道を
後戻りしなくてよい」ということ。多鯰ヶ池コー
スや駟馳山コースはそのメリットを活かしていま
す。そして実際に歩いて実感するのが「音を感
じる」こと。公共交通を使えば長く歩かざるを得
ず、それだけ鳥の声や水の音など、自然の音に
敏感になります。雨滝コースでは、だんだんに近
づいてくる滝の音に、期待が高まりました。(拓)

「とっとり市報」へのご意見、ご感想をお寄せください。
抽選で 5 名様にプレゼントします。

　今回は、ふるさと鹿野加工所から「鹿野そば・
お菓子セット」をお届けします。そばの産地
としてすっかり有名になった鹿野町の生そば
と香ばしいそばせんべい、黒大豆きなこを使
ったクッキーと、いずれも町内でとれた食材
をふんだんに使ったおいしい逸品のセットで
す。生そば（3 割鹿野そば粉使用）は蒸気殺
菌と真空パックにより日持ちがします。

【賞品提供】ふるさと鹿野加工所
　 （0857）84-3468

鹿野そば・お菓子セット

メタボリックシンドローム予防メニュー編 Vol.２

1. 魚の皮の方に切れ目を入れ（火の通りが良くなるように）、
塩・こしょう・酒を振りかけておく。

2. シメジは石づきをとって小房に分ける。ニンジンは 5cm
くらいの長さで細めのせん切りにする。ネギは小口切り
にして水にさらした後、水気を切っておく。

3. アルミホイルにしめじ・ニンジンを並べ、その上に魚を
のせて包む。

4. フライパンに少量の水を入れて煮立て、アルミホイルの
包みを並べて、8 〜 10 分ふたをして蒸し焼きにする。

5. アルミホイルを開き、ネギを散らし、お好みでポン酢を
かける。

１ 

人 

分

赤魚（切り身）
シメジ
ニンジン
ネギ（細いもの）
塩

簡単にできるメタボリックシンドローム予防 
メニューの一品を、９回シリーズで紹介します。

食生活改善推進員連絡協議会福部支部食し
ょ
く

白身魚の酒蒸し

少々
大さじ 1
小さじ 4

適宜

コショウ
酒
ポン酢
アルミホイル

一口メモ… 油を使わずにできる低
エネルギーの一品です。魚の風味
を閉じ込めて焼くため、薄味でもお
いしくいただけます。

毎月 19 日は「食育の日」です。
「いただきます！みんなで食べたらおいしいね」

エネルギー  83kcal、
たんぱく質  13.3g、脂質 2.3g、
塩分 0.9g 

4 切れ
200g
30g
10g
少々

材料（4 人分）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●公共交通で訪れる鳥取の美景
山
さんのうだき

王滝（佐治町）
第 6回

　今回は「佐治谷七里」の３分の１強、約 10km を歩く。7:30
鳥取駅バスターミナルの 9 番乗り場で栃

とちわら

原行きの日ノ丸バス
に乗車。8:45山王滝入口バス停到着。国道を少し戻って左の
キャンプ場方面へ。8:56キャンプ場到着。外のトイレを借りる。
たんぽり荘とキャンプ場の間の小道を通って橋を渡り、山王
滝方面へ。細くてアップダウンのある危なっかしい小道を歩
き、10 分ほどで山王滝に到着。大きな岩に鉄のはしごがか
かっていて、これ大丈夫なの？と思いつつもはしごを上ると、
山王滝の全景が素晴らしくよく見える。撮影。光の加減で虹
が見えた。9:30出発。元の国道に戻り、坂を下る。佐治川
ダムを堪能。トンネルを抜け、左に下りて弥留気地蔵をお参
り。10:15出発。和紙づくり体験ができる（要予約）かみん
ぐさじまで 7km、景色を楽しみつつ歩く。国道なので爆走す
る車に注意。11:15国道と旧国道の分岐に到着。旧国道が歩
きやすいので、右方向へ。11:26かみんぐさじ方面の看板に
従って左に。畑橋の真ん中でかみんぐさじの三角屋根が見え
る。11:35到着。昼食を食べる。ここから福園橋バス停までは、
福園橋を渡って 3 分。12:27発のバスまで間があるので、保
健センター前まで歩く。すぐそばのお店で梨シャーベットを
買い、バスを待ちつついただく。保健センター前で 12:30発
のバスに乗
る。13:22
鳥取駅バス
ターミナル
着。充実感
あり。

古紙配合率 100%再生紙を使用しています

美景ポイント

弥
や る き

留気地蔵

山王滝入口バス停

たんぽり荘
かみんぐさじ

佐治発電所

山王滝

至
岡
山
県

佐治川
山王谷

キャンプ場

482

尾
お わ い

際
河本

余
よ ど

戸
福園橋
バス停

保健センター
前バス停

余戸
バス停

佐治川ダム

運賃　往路：1000 円
　　　復路：850 円
　　　（福園橋バス停からだと 900 円）
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